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ーー ペペ ーー ニー ニー へ 


東北 地方 に 談 け る 金属 硫 床 の 成 生 時 代 と その 型式 ① 


Metallogenetic epochs and the types ol ore 
deposits in the Tohoku district (I) 


MR YE Be BS ke RB (M. Watanabe) 


ta = 
BWR O AEE, 地層 の 堆積 , MEO REA, 4 O fh x Ze Z MFA & 
Bai LC, Wo BRS LBS Bk OOM CH ), を その 型式 も また 
CMEOWRE ML COILT 3. と の 意味 に 於 て , AMURDV dhe 3 HD 
BURRITO Deis, B EEC A LF EUMAF 2 TL Ik, WEAR TE 
究 上 , 極め て 重要 な と と で ある 。 従 つて , MKS ( OMB IC LOTT ONO 
。 企 は 試み あら れ た が りや, KAICHFT BWLD, と の 問題 を 解決 する た め の 基礎 的 
ZU, 極め て 不 充 分 の や うに 思 は れる 。 筆 者 は 骨 ぐ る 20 ICEL LH 
北 地方 に 於 ける 金属 奏 放 の 調査 研究 に 従事 し た が , T OWIAIC IS TAA, 問 
題 の 解決 は 前 途 な ほ 渡 吉 な る と と を 第 える 。 そ を それ に る も 拘ら す , SAK 
する の は , APBD BG YMA Pe SUL AIC し, Ao ANIL & AINE, 
正 を 仰ぎ , 自 他 の 研究 を 促進 する た め の 一 助 と も な し た いか ら で あ る 。 
1) L. de Launay, Gite metalliféres, 1, 1913, pp. 241~288; W. Lindgren, 


Metallogenetic epochs, Econ. Geol. 4, 1908, pp. 409~420 ; W. Lindgren, Mineral 
- Deposits, 1933, pp. 878~894. 


本 2(2) Ce m2 


生成 時 代 決定 の 困 加 | Can 


SIMD DLS YO, 母 岩 の 地質 時 代 を 知れ ば その 生成 の 時 代 の 


i 


明か と な る も の も ある 。 全 然 整合 的 開 係 を 以 て , 水 成 岩 中 に 層状 を 成す 鐵 


WAS, 満 俺 座 床 等 の 多 敷 は と これ で ある が , それ さ へ 地層 の 生成 後 , 麻理 に そ 


つて 生じ た 太 床 を 含み うる 。 特 に あ が 國 の 現 欺 で は な , それら の 状 石 自身 の 


うち に 地質 時 代 の 和 制 明 し な いも の が 多い 。 aot OMG) aa 
如き , CO#BS し い 例 で ある 。 

OLA? SEH DEAS DZ WL, 72 REBEL BOKER PE IIIT LOT, 母 岩 の 生成 
以後 に し 生じ た も の で あり , OWE ULE, を れれ より 後期 の も の 


で ある こと と は 確か で あつ て る も, その 後 何れ の 時 代 の も ゃ も の か は 明か で な いこ と ~ 


LPB, BREN OMENORS &Od, HCW date 他 の 岩 右 に 不 


整合 に 被 は れ , それ より 古い と と が 明か と な れ ば , その 奏 床 は それ 以前 で , - 


し か る ゃ も 母 岩 の 生成 以後 と 知ら れる 結果 , 生成 時 代 は 或 る 箇 園 内 に 限ら れ て 
くる が , か きる 場合 は その 例 に 逐 し く , HOTORMADRG MILE, Z 
の 間 の 時 代 の 和 制定 が 困 易 と な る 。 


Ki CALE OBRD 3B IC tk, 特定 の 火成岩 , また は 水 成 内 と 特に 密接 な 


WR EAL, それ ら の 時 代 さ へ 処 明 すれ ば , 太 床 自身 の 生成 時 代 も 明か な る 
場合 が ある が , TASE\HKBMICMACHAY CK, THIS HIEKREH | 
身 の 地 質 時 代 が 確定 せら れ な いも の が 多い と と こと, 無 候 に 恵まれ て 森林 に 


BH, 表土 に 被 は れ , 岩石 相互 の 開 係 が 明か に 見 られ 場合 の 多い と と と に 
起因 する 。 
以下 費 際 の 例 に つい て , を それら の 開 係 を 吟味 し ょ う 。 
HERE POM ROH pas 
BULLIES (Lis GRIMS Ds © BSAC 3 FS BRO — Hf, MH ZE/HTIED を 


中 心 と し て , BURR BR LY LO — HB IC BEY 2 Ret ACAPSUIC YL, 小 藤 文 炊 朗 


1) BEAEIC HS CL MEIC SEF , BENALHE © MEPS CBE va, 


t 


$8 3 | Ae a a 本 8(3) 


先生 う が 始め て 命名 を られ た 名 稽 で あつ て , 党 叶 は 結晶 片岩 類 を 問題 な し こ 


に 太 丁 代 の も の と 認め た 時 代 で あつ な た 結果 , BERTIE MSM 


國 に 於 ける Huronian system (CBE FS bom e Hlki7e. A し 先生 
御 自 身 に 於 て , ANSE 330 A ら 古 生 代 下 部 層 と 認め られ な た 秩父 地方 の 御 
REGRETS を 指摘 られ , Kroc Uk AWD ICE TS SU 
HOKE OWE IL, し か も Naumann, 原田 雨 氏 の 廃 に 反し 
て まで , 三 波川 層 を 太古 代 と 認 む る は 早計 な り と 論 ぜ られ る 等 , 極 め て 慣 重 
RRL LON TCHS PIICHRTS. 
NN 
ASSAM tc Aa ENS CAG L, 秩父 古 生 居 下 部 と 認め られ, 大正 19 年 地質 
ATE O 200 高 分 一 席 國 地質 園 , その 廃 明 書 と も 見 る べき Ree 
- and Mineral Resources of the Japanese Empire” に K 於 て も , AMBIE 
OR RS OO EE 
昭和 7 年 地質 調査 所 に ょ つて 人 行 すら れ な た “日 本 地質 春 産 誌 ” に よ ょ つて も 
明か に せら れ な た 。 
本 系 層 の 上 部 に は , 終 色 片 湊 岩 の 外 に 」 PRICHARD, EES OF 
ale, Sea BE CaS, $ Fe—BBIC Ik Z OIL _L VEO PEA AL 
部 , WS GRAVE I BMO YOLEN LALVAREO WEE SUD 
WHS), COWIC LAAT ZAI IC £ OTE IC BALE 5 0 
| FRSBIC LC, ARSRIP BIC EAR EAL BES D TRS, E Pe O TAMEIC AN © 
れ た 古 生 層 と の 開 係 も 和 制 明 せ ず , その 地質 時 代 は 今 に 至 る BARE La 0 
・ 克 も それ よう り 南 方 に 離れ 。 日 立 磯 山 附近 に 於 て は , 御 存 所 休 に よく 類似 し た 


1) B. Koto, Archean Formation of the Abukuma Mountainland, J. Coll. 
Sci., Imp. Uuiv. Tokio, Vol. V, No. 3. 1993 (38 iif AA BREE 5 4%, 95.3 HE, 
明治 26 年 )。 

2) jp, Japanischen Inseln, 明治 23 年 。 

3) 大 此 豪 一 , 自 河 岡 幡 地 自説 明 書 , 明治 25 年 , 23~25. 

4) 石城 郡田 人 村 天 2 川 附近 等 。 


AA(4) ee a ae 


EOD EBRDS, KAVIC MELE OME KL, AED HE I IRA, その 一 部 に 
(Ik FERS HEME BS MIO (LA?) EBL, まな た 北上 山地 の 一 部 
凍 ち 此 谷 堂 南 方 等 に 於 て も , 御在所 層 の 上 部 に 類 し た 終 色 片 其 岩 が , 野田 光 


HERD IC J O-C FEBS CHG & Bed Baie WWI (PRE) に 被 は 


12. HLYCNSOREW, 同一 時 代 の も の と 推定 する と と が 出來 れ ば , 
御 在 成 居 も 下部 石 導 紀 乃至 泥 盆 紀 ろ も の と 認め 得 や う が , とこ の 推定 eae) 

Cit\ry MITMFCLAUICD 3 WS, BUED 2 2D, HH FABIVE TL 

DAE DEWMZOAS GBM E MILILS « 

As Sel 45) (CPR FRAT ELA DMB M7CETS CHOOT MW 
治 24 AEA dak PE ZR EE paki”, ISEB I OK 
AGL, EBT (GO ABIL AP) AR) EER, 右 川 郡 北方 , RAVETB (G RHE 
HBA) 上 手 岡 , FHA ABAAIUGR EO % 2% 掲げ , それら を 全部 深海 底 に 堆積 
Le % BAKA CBOE Ae HR IR OD LIC TBO “FE Ra OREN” Le S pat 
PEL, ALB ERMMEIC IES % LILIC, MII, BIE HEL Fe OO LHL 
て ゐる 。 TMILMMOWBN WD, いか な る 程度 で あつ た か を 示す に 周 
ぎ ず , 前 記 の うち に は 八 構 9 上手 岡 9 奉 の 如く , PR Ze PE EAMES D : 


), EEO DICIAMAE ME OZER IC BEA も ある ろ が, 井上 刻 之 て 
助 感 士 の の 記載 せ ら 選 た 石川 鐵 確 床 の 如 く , “ERO 介在 せる 下部 十 生 層 の 「 


PPD” 中 に 床 胎 し 御在所 層 上 部 の も の と 挫 定 すら れ , HOMER IL, REE 


BEC LC, BLM ERT” も の あり , 博士 は と れ を 接 鯛 確 床 の 條 下 に 収 


1) YER AMG, jh PME Ee, 5 27 Ze, ATED 年 
2) BURRS, AAT OBE, ATE 15 年 ; PRAIASE, BR OU EL, 昭和 9 4B, 194. 
3 


) SPE EME, WELSH RE, 9s 41 48, mA OME, 4810456; TEM BAM, AER, 4 28 


#2, WF 17 年 , 126. 
4) KA —, WAS ZEON RAE ae, NE, 8 3 集 , 明治 24 4B, 353~356. 


5) EB BARB, AA DOR © WWE, ALAR ALBUS, $83 集 , $8148, 51, 7 


KE 10 年 (英文 )。 


AAR, Wak OR EE PBR ARSC, 地質 調査 AS, 86 HR, 247% 90, 犬 
正 11 年 。 3 ‘ : 


7) FF EWEZ I, AFAICIN 3 BBR, 同上 24 Be, 


f 


5 Mes gp oa oe Spo 本 5(5) 


z め , RHA IC IBS 2 BAS (RIG OE hid aa SADR aS OG 


FRIC IMA STZ PERE DCH LC HD bNSM, CORES OB BIC LOCH 
PROBE & Fhe BAL] 9 PUNK IM ME AE 1h, ARTE BEC SCA 


PRE, FRB IC PET 3 GALI OAM D TRO REC, “WTS MMO AEN 


PELE DRE NEUIC COAT IVS, SRE ICBM”? LAL, 石川 
SUP HB RMSE Ik, E> LR AI A RT BT 
あり 割合 に 品位 高き も の より , VETER RENME  AE EEEHIC ES ECHL 
x の 種類 あり ” LAL AL, HOSE RDG Pe ALSNY PR IBLIC & 2 HIE, 
WEEE * BOWIE 6 C, 石川 地方 を 第 一 に 掲げ , “ 宛 來 赤 鐵 礁 と し て 生成 せ 
られ , 後 期 の 味 出 に 係る 火成岩 の 接 往 械 覧 , 又は 動力 角 質 に 依り “CBE Le 
る も の な り と 信 ぜ ら る ” と 記さ れ て ゐる 。 : 


IMEC OMOMRIL, BIBS LEI 5 AAA EROKF 
。 の 西方 , 田 人 村 天 の 川 附 近 を 経 , NARHA SECRETS RIC IOS, 可 な 
り に 廣 く 事 見 せら れ , 入 上 西方 平石, 大 平 西方 曲 藤 等 に 於 て は 破 ん に 控 所 せ ” 
られ て ゐる 。 そ を それら は 光 に 本 誌 に 紹介 し た 通り 9, 御 在 所 居 の 上 部 に 党 る 


eth Ht EEE ORR ICIHO TC, ほ で 南北 か ら 北 々 西 に 分 布 す る と と 40 
If, SUE IEICE OBE FD, COMMA ITE ICT 6 WAI, 
GE WIT ILA DS, TOME OM Ok, ZF MEIC HAUT OC 


CALE RE L, IE» MRE TE BUI a ©, Bi x OBRUE Ic BUI A 7oBi a 
Kec, Prk, EMRE IC DS BEG ICHE L, & Tel * BX © REC UR BCE ~ 
が , 細か い 締 を 成 し て 産 す る 。 それ ら OIL IC RELIC EITC, 僅か に 多少 


OPTED AIRAR ICAI EES TLILDOCBH, TCAVIAIMO AIM 
DAKWIMLL AD 66 
ZPD OMB OAM, SUCH O REBEL WS 2S, TA EHC HE 


1) JN PRIA, OPS tS, ATE 9 年 版 , 442 = GH 昭和 14 年 版 , 488 正人 
2) AAC BH, AAMT, HAA 7 年版, 251 TL 
3) pees Bea HI, Baa OS MLS > SARIS, RIC AEP RIC BEC, ASB, 27 4, 142, 隊 


“Fil 17 4E, 


ACHES % AULT MEMER-C, CALE Pe SME HNIC Vy AIRE RMT AS, RED 


#66) PARRY MRESR wa 6 


t 
| = 
を 伴 な ひ , その 量 5~O% か ら , 時 に 10% を 超 を , HAEMOM BEATS 7 
場合 も 多い 。 LAMP MIM CL, RMON EAL TMS, 1 
FICE SLATE L, と 札 に 往々 方 解 石 に 富む 部 分 や , HR, 
石 等 の 細 粒 を 含む 部 分 が 見 られ , CAL 6 OMIT L THRE EEE IC LSB ‘| 
OCH (MPV EPICS ( BOLE SM, HOLDS BIC HULMO — 
砂 鐵 に 多い チタ ン 分 や , ON ay, SOBEO MED EIS, 却 つて 満 俺 ] 
(CHE Mids BC, MOBO OCT (ADS AAREBRE LO 

i 


See 


て , 水 酸 化 満 俺 を 伴 な ひ , 水 庶 に 堆積 し た も の が , EO ROMAN IC LO 
て と の 種 の 確 石 を 生じ た も の と 認め られ る 。 : / 


LCR BIRT 5 ORME LAE MIE LAOH BEI, 即ち 少く と も 
MALALIMIO & OC, JULI CHAT BATCH, SD YOO 
CHB5,- 
と れ と 少し くそ の 性 質 を 異 に する の は , 御 存 所 峠 の 南方 に 営 り , BONE 


MICE LCL LCA, HMBCO Kab. Rd, その 協 頭 部 に は 多 草 
> 02 {eins ff % CEL, IRD BEBE IC PRUE BaL7eo THEIL L CHEE CH 
る か , MILE KGET HSDPA CH O , HUTA cL (kB < oH 
に 営 る も の を , ZEW ICMN BG FEBS, 筆者 は 未だ と OMI CREWE 
TES SRM BRO. CHERRY AYE elIKR EY PYRE 
UA ESIC AIRICHERTL, € DBBEE I CH OF LD ERBOMNS, 
TALE OBS ICMO7e FO, UVF LY COMMICH A BIS KR 


で は な く , DAI BLO OR AS PIT LI A, E 2s ¢ TARO RY LI. EO 


REA OSEE PFA bE MINIIC FRITS LOW EF, BHAWYYZ し い だ け 
で , FLY Ki OPH & LARA TALC HET Ik ET?) Oo 
1) BN, yy Wy AR (AF 17 年 ) , EO Ta, 
2) % SE—, HANSEL HAE (HDRGEME) ,\63~64; Preliminary study on the 


metamorphic rocks of the Southern Abukuma Plateau, Jap. Jour. Geol. Geogr. 
Vol. 12, 115~151, 1935. 


87 eat eae WH RR er Slee 


論 す られ た 所 で ある が , 恐 らく と れ ら の 果 居 が , 深く 地 中 に 理 流し , HBC 


 ), BERR PR V Hb IC BERET IC AE C7 MEIC ED, EU & BERET 
用 (regional metamorphism) を 受け た 結果 と 認め られ る 。_ 

な ほ 最 後に 言及 すべ き は , PANGS KAO BEC HS S DAB 
で あつ て , と れ ま な た 線 色 片 岩 中 の 居 理 に 沿 つて , VY AIRE RST HER IC 


- 金 を 件 な ふも の で ある が , と これ に は 磁 鐵 忠 の 外 , SROBRMA CPE, A 


つ 遍 側 の 角 関 岩 の 角 関 石 の 内 部 に は , HICH EAT OE, FRO BEATE 
を 伴 な つた 形跡 が あり , も と も 2 RENEE FO 7ePBSPIC , BAA BE ILA AS 
AEC EU L7eO CH Z dr, RUE YD E7e EAA L WAIT, BUR BH 
の 作用 で , 母 岩 の 居 理 に 洛 つ て 後 か ら 生 じ た も の で ある か は , その 決定 困難 
CHL A, MAGIC, b し ろ 後 者 に 可能 性 が 多い 。 RL CM 


BRC OMO UY AIRS, 母 岩 の 成 生 以 後に 於 て も 生じ 得る と と を 


me 


示す も の と 言 へ る 。 : 
ILLHEBPOSRUMAAB 
It EIUSWIC & BORA EBLE TS 6 ANIL IEIC HET OB 
LILI し た 岩谷 堂 南 方 の も の , Bee AMEAH BB (Ry Ori) MLO PSTBO 
一 部 等 の も の に と れ を 見 る が , それ ら の 中 に は 未だ 何等 の 金 局 確 訂 が 弱 見 
され ぬ 。 ま た 北上 の 他 の 一 部 に は 砂岩 , 粘 板 岩 等 の うち に る も , 石 災 紀 以 半 と 
論 ぜ られ た 地層 が ある 。 野 田 光 雄 氏 は 一 開 束 方 松川 村 の 北方 に 位 す る 意 
ヶ テ 森 附近 の 砂岩 , KEE, BACH OBIE Ic 氏 の 調 は ゆる Spirifer verneuli 


Me HEL UTIBALO BO LBD, ETI BL ReRMT (Sakari) の 西北 方 


日 頃 市 村 高 稽 茶山 附近 に 於 て , Radiolarian chert, 砂岩 , 粘 板 岩 , Bia a 
jx tS EO Fic, Heliolites, Halysites, Favosites 4% AU AKA 


RSL C, BAAD Te EDD, FA HLICTRMO BITCH BVI 


= 


1) PEREMACNG, sb AR URES MINN PLM, 2, 98 13 48, 253, 昭和 10 年 。 
2) BPR eHE, th PUM MERE, $8 41, 431~456, 昭和 9 年 。 
3) _ 小 綱 義 和男 , 同 第 44 GB, 168~186, 昭和 12 年 ; AA 45 48, 48~78, 昭和 13 年 ; 


移 邊 敏郎 , 同 第 44, 518~523, 昭和 12 年 。 


本 8(8) BAR RRS SH 


で ある が , TNEOWMCAMBMRDM BCH Eo, : 

JEESWR OZER, PORE と 見 られ る も の の 著 る し い の は , MNO | 
YOR ICP 3 BCE, BE, BRACE OIE HO POY CHS. | 
TALIA E L CREMATED FEB ES FAT O PA 部 か ら , 築 川 村 の 南部 WY FEE | 
(Isagozawa) 方 面 に 及び , 現に 砂子 澤 鐵 山 で 探 掘 すら れ , Ht (Kuzakai)ge 
PERV MANTHS, CH EOE AMAL S eMC | 
介在 し て , PGE He RVUTHIC ALL, ZOMTUPIAMI CD SB, ZOH | 
質 上 前 記 吉 ヶ 森 附近 の 泥 作 紀 層 の 下部 に 位 す る も の に HL, 且つ その 西南 | 
PSLRA DMC, ARG EBT D と 認め られ る 砂岩 , HA, Hi IR | 
AID FAI IC IL, GABE AIC k OCA BRAG E PGE Bav7e Productus, 


。 Spirifer “Ke Step b, APWEEE7eEO PMICHET S FPR Ae ISRVE 


BHEDOLOCH DF, HK OMS CHROMA NI, CHEAT 7 
在 所 層 の 上 部 の も の と 時 代 に 於 て 大 差 な く , RICA SKI TE ARO 
産物 の 一 部 と し て , AEE IC HER L7e RTE OA CH 6B 5, 

BE LS OB Ic BGS S ES WATS EAB PG ATSIC BE AE LD Dh SEEBR 
ORO HIGH, EAI ICED SU Y AMROMBIG WSS V, Ch * eA HE 
ER So (AL LRA IL TREMORS, < O — WC LBA RU BI HSA HE VIELU, HF 
南 (Ina) Nl ORT % OVC HV, CAULDRON, FO BO velgyeee 
用 を 受け た も の か , BRAKE ICL OT PIC ARR Lc BD D>, 未だ 充分 確か で な , 
その 北方 の AIR ICL, MR (Itanuku) pp PE © Peli Ze GIMRDS SLI FS, 

その 北方 の 彰 日 績 附近 に も , これ に 類する SHOR AS OS SLI S 42S MW, その 詳細 は 明か 
で な い 。 

と の 種 の 例 に 類する も の は 北上 山地 の 満 俺 奏 床 中 に も 多く , 特に 久慈 町 

西方 及び 西南 方 に その 例 多 く , IC A RRB AY © FE JI] Be PR?) SE 

a 

EM BSOUN & UL, FC BRIM eK Le, TAL SOPRA IEE, HR 
岩 , BRIO AE OD AME, FED IP ERIC INO CHEE Lie v vy ZIROBAL 


1) SPER, TS 
2) 下村 新太郎 , 一 戸 岡 幅 地 質 計 明寺, 71~73, 明治 44 年 。 
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| UIE CS, その う 5 I (DREAMT FEEDER) Oo dn & Uk, WEEN PERE 
' "の も の と 記さ 履 , 他 に を 類似 の も の が 多い 。 ; 
4 然し な が ら , WARP EL?) Micasie LALLA IN HE IL = I 3 BER — BME 


ICU, HINER IC HEAR OC, > OBE OSS 見 出し , ROR ATR 」 


HEARED Ck, REICH PEL, COUMBLIA IR CHOTY, その 成因 
EAP HIUUR SE EF CME ZEB ALS MM Db, HVE Mere) も , 
CALE OME TSC AUR £2 THB. FELIRD と せ ば その 生成 の 
Bee NE a ead ee 
係 し た も の で あら う が , TAB ICMTIREILAAOWHELS 3, 

FICIAL EAGEBIC HS TK, ERY Ist o> WEE Mid -C BASE -G DOT, 中 村 新 太郎 
ROCA, 上 下 散財 位 の 理 岩 叉 は 角 岩 舌 を 世 別 し て の る 。 と 
AVE IAAL EPAUBICT ES TIE SD BED Hid TZ LUYOICIBL, 特に 205 Ey 
SM Da\o Wis 7 EI OBL, HE BNI NBIC Te % Dk, 南部 に 於 て 本 く 
見 ちら れ な い 種 類 に 属し , WECO HED AWE £ OWICIS ME CD 2 BS, eG AR : 
3A, REE ICANT 3 HR, PRR HO DL. BETS BROF 
fe, SAS ¢ FRARMUMO § OL FH BSB, TOBRCHETCILIR 
BHO SROMAICWUST So : 

HRS GSO? OLBRROSFS v MSURER 

HD ADRAC Mila C, YOLAW TG CLEARY Vo BPR Uk, HA EPS 75 2 er ft 
HOF eA, LRA NOAT » y RM Citi Mita, 
ME OMMO AMIE, Fk UCR OBE, 北上 山地 の 一 部 に 出 
で , 既に 知ら れ た 範 園 に 於 て は , CMICKT SARA PEMA RE kD Yd, 
常に 早期 の も の I に 局 す る 。 例 へ ば 茨城 時 日 立 確 山西 方 に 党 る 蛇 貫 岩 の 或 る 


f 


1) 本 守 次 己 男 , 日 本 斑 産 誌 (昭和 7 年 版 ) , 278 頁 。 
2) ARSE, AR WG IT I PCE WISE, ATE 4 年 , 70 ET, 
3) AMC, ATH 

4) 中村 新太郎 , 前 出 。 

5) WAREZ, BI EH o 


~ 
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も の は , HHH eth Pew 20 LC ENGI Hike SE WRG RAR HC 


BRD (GRE BO MIS, TOMO TE MPR ACHAT, 一 部 同 
化 の 跡 を 示し , IA BCERINPR A Clad, BER a @ Mt DL Bi RE 


(cortlandtite)” 28, WhAsIC TEMPER HO AbeIC LOT HI 9. [AI HLO 
北端 に 近い 堂 下山 で も 同じ 開 係 が 見 出さ れる 。 

北上 山地 で も 同様 で , PINE AFAR IL CIE, 一 部 蛇 絞 化 し た 差 嫌 
ka (epidiabase) は , TERN AO Fe DSL L, HOW Ic € OFA RIC Fl wa 


DAL), PRERE DO YLT AF IL@ Bet, FPS 4275 EAS O cow BOE a 


MARA HCW thocmekn tH 3%, 
し か し な が ら , TN FOMAOREAM IIE, Sev ROPER & DICH < 
の 場合 に 不明 で あり ; 阿武 隈 山地 に 就 て 見 れ ば , JEP O — EPI TER EO 
表面 に roof pendant #LeE RL, MULICH TS BOI kb, -BS KB 
Ti, BA WE OD AE KL, Ee PATER OE Tt AAR IC 
“YES, それ より 後期 に 局 す る を 知る だ け CHS, MLM ERICA 
敵 紀 上 部 乃至 それ 以後 に 局 す る 石 放 岩 , 粘 板 岩 の 累 選 を 貰 ぬ く 例 な 未だ 知 


BAUD, AUB SILT AE CL, 蛇 紋 岩 の 一 部 が 一 見 粘 板 岩 辛 を も 貫 ぬ 、 | 


く BIDS D Z DS, 仔細 に と れ を 吟味 すれ ば , 蛇 級 岩 は 粘 板 岩 疾 の 下 に 位 す る 雲 
Aa OF Cae, 即ち 恐らく 御在所 層 の 最上 部 まで を 貫 ね ぬく ! に 過ぎ ぬ 。 


HCW AHEBELII, HEM HUIG EBREI (Zisahara) pie, GORIB RGA) 


ACH AE OD HBC & APR D Fe a に は 全然 と れ を 見 な い の で ある 。 


AGS AG EIT Clk, WINIL ES A SM RGAE, IRA ERED 


EERE TS MLS, AAEM O RM ES, C OBA Ia hl 
NGS EEMY PUG, A ZCBNSIE-C % BRD 5S. HALTMEOMBCL, それ ら 
OTL PRBS SE CICK SRSA AHL PIR LL, 多く は それ 


sz 
1) FEAEA, WL, HS 38 4, 27~30, ATE 15 年 。 

2) WEB BAR, Awe, 4 15 4, 111~123, 昭和 11 年 。 
3) FEB BAM, AaL, Hs 25 4, 99~112, ‘WRF 10 年 。 
4) 近藤 信 奥 地質, 第 36 4s (mp FN 4 年 ), ‘49.076. 
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; BO KIWAON MB ICSIBY TC, その 中 に 人 導入 し た も の の や う で あり , 北上 南 
WICK HFS LAR ORES, 三 剖 紀 以 後 の 中 生 居 に は その 
READS BIR. few LHI Ic &  RAIAL Owe BH Ik, 野田 
] TAME ERAS AEB BA & BB Fo HBS CHE L, MIA EOROVREAIC As VSB, 
の 境界 が 断 選 で ある 妖 も 多い 。 : , 
と れれ ら に ょ つて 遷 像 すれ ば , TALE OIRSEABOD < £ ARBRE, THES 
代 後 年 の 活 和 に か \ り , 中 生 代 に は 及 ん で ね な な いや う で ある 。 と は 言 へ を 
れ ら が 直接 に , 三 四 紀 層 に 被 は れ て ゐる 部 分 も 見 を ず , また それ ら の 人 本 艇 
が , 同 一 時 代 の も の と せら る 特別 の 根 提 も な い の で あり , 鈴木 酔 請 士 の 私 
信 に ょ れ ば , 北 海道 に は 白 蛋 紀 以後 の 蛇 絞 岩 さ へ 知ら れる の で ある か ら , 東 
ALHE DG OBIE SEBEL HB, TERRE OREAL MET 2 OIE, HK. 
EDBAICRLEG, 7VHECACNU LOMA Dh b, RRC 
と の 程度 の 推定 に 委 せ る の で ある 。 
と れ ら の 基 性 岩 類 に は , 金 局 確 床 を 伴 な ふと と 順 る 稀 で , そ の 後 の 酸 性 岩 
ACER MAIL 7CEBALVE, と これ を 殆 ん ど 見 な いい ので ある 。 僅か に 岩手 懸 宮守 
附近 の 某所 か ら , 著者 に 途 ら ちら れ た 蛇 絞 岩 中 , ICS BOF BAGH BAT 
し , その 太 右 と 認め 得る も の が あつ た の と , GATT OPO A OBE 
Ah, BF Y Vv REE OPE ASIN BAL, FE CHRIS BAL 72D EAS, 筆者 が 
現在 まで 知り 得 た 例 で あり , CA GLIEIC AAO BO BE LAI HS 
て , それ か ら 生 じ た も の と 思 は れる 。 こ と の 外 蛇 絞 岩 中 の = ッ ケ ル を 目 営 に , 
= ッ ケル 太 誠 の 設定 すら れ た も の が ある が , TNEGH =o FA MIRE BE 
SA DBA L tialLis 5 (未完 )。 


i +4 te oat dale, Bi 

本 12(12) ee ee M12 9 | 
= ae ‘ fe | 

. 4 

i 

< 本 邦 産 念 ク ロー ム 硫 物 に 就 て (1D) | 
On the chrome minerals of Japan (II) | 


yi PE t= 原 FH ue ae (Z. Harada) | 
| 


(A) OF8 TAMUEBRAOLAKD 
ASPIC PET S MIE OLB RISIC HE TIL, WIBOU BRO LOICO 
% CHAS NICO CH Fe. FIERA A URI HED MVEA O1E ASOT 
を , WHABRERRSC GAELIC C FTO TH ( SEAR 70 KEITH) ME AEA TGA 


IC LEEK BBOME HT 2. | 
LOMB ROM RE, HBRICATING で ある 。 位 分 子 比 及 び 原子 比 「 


を 並 記 し た 。 : | 
第 - 須 ! 表 - | 
may 上 分子 比 mF He | RF H(O=1800) | 
SiO, 31.10 518 Si 518 302 
Al,O3 11.30 lil Al 222 129 ] 
Fe,0z 1.73 11 Fell 22 13 +176 
Cr,O0 4 40 29 Cr 58 34 J 
FeO 0.49 7 Fell Ga 4 
MgO 35.43 879 Mg 879 508 9514 
CaO 1.40, 25 Ni 3 Y 
NiO 0.25 3 Ca 25.5) 14 
H,O(+ 12.41 689 H 1378 802 
EsO(—) 1.45 O 3092 1800 
& st 99.96 | 


上 記 の 計算 値 よ り , ASE O AGE DICER te RTE, KIC TAM 


He o2(Mg, Fel, Ni)s..4(Al, Pel, Cr)1 76Si3.02018.00 
W.E. Ford) に よれ ば , pennine 及び clinochlore の 化 加 式 は 同一 で , 


1) W.E. Ford: Dana’s Text Book of Mineralogy, IV Ed. (1932), 670. 


‘ 


3 Oe me 


Go wea (I8) 


f 


ZED{LBMILKO IN, HAG N-TIBS « 
H,(Mg, Fel) ;Al,Si;0;5 


~~ fej Fe™ (a Mg &, Cr は "Al を 部 置換 する と 逃 べ て ゐる 。 


本 産地 の 草 泥 石 の 化 阜 式 は Ford ofl 7estic, 二 ニ 三 の 成分 に た 於 て , 少量 
の 過 不 足 は ある が 一 致し て ゐる 。 Ke 

Ca DAF HEE MA DIME L UCHR L¥e WOICIE, も の で は な か ら 
5 ise WEIS « 

J. Orcel? DPLNAIC Dy § B KET ITIT IE T, AML LGR HTD KH WL 
mit LC HLS Orcel は 化 息 成分 より 


i SiO, Ae RO TiO R,Og= (Al, Fe, Cr) 202 
Rs RO, R,O, RO= (Fe,Mg,Mn)O 
FeO a Fe,O, pe Cr,O, 
MgO Al,O3 Al,O; 


TUT LU BEHN s, £ a, c の 値 に より 線 泥 石 類 の 分 類 を な し な た 。 


4 Orcel の 計算 方 法 に より s, a, で を 計算 する に 


き 518 = ine 7 FN a iby ざさ 
; 4 TSI = 3.43 Pasar oo aaa 9,099 
Beco 
C= Se =O. 201 
の 値 を 示す 。 


S=3.33~3-5 の 筋 園 に ある を 以 て , Orcel の 分 類 に 従 へ ば clinochlore- 


pennine ICS. 17 M-ALAORIE HIE S=2.0~3.7 ON ICS 


致す る 。 


りり, 且つ ク rー ム を 含む も の は clinochlore 及び pennine に 限ら ちら れ , その 場 


4 C>0.10 Offi RF LRA. Orcel の 褒 に 本 革 泥 石 の s 及び c の 値 は 一 


(C) > 1 —tGTG (Uvarowite) j 
ASFPEMD 7 2 — ADRS, BRE OMe ETS 7 LI, 古く から 知 


_1) "J.Orcel: Compt. rend. 188 (1926) , 363~365 ; Bull. Soc. Fran. Miner. 50 


(1927), 75~456. 
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ze ee 


ay 14 


られ て ゐる る が 此 琴 物 が 如何 な る も の で ある か が , 確 守 交 に な つたの は 比較 
的 最近 の と と で ある 。 

AAA BE BNF IC HET SLO Uk, BC HME 
nite)» Beate LRRIETS (penninite)?) % (& 7 2 — 4 華 (chrome ocher)*) # | 
Li ik7 2 — at (uvarowite)? と せら れ た 。 

ZDELOUDOIL & —A EGE DB ic, W re Ga mic Rate EARL 
HORLIRA LCL, AAR SICH, HOC LOVER HIME 
な らし め な た も の と 思 は れる 。 


敷 年 前 高知 懸 高岡 郡 越 才 


AAR OME, 7 8 — DRA & UGERE BAL Ie 


72 — DAG AO PELE LC, HEA 


FAME BDF OO SPREE MKOMK CHA, 
th «= FEAR CR 


同 BR Ber TS) 
‘ey BABS Fa KERB I B®) 
AF BA BME Bly BE) 
eR SR HAD TN FB AS DR LL) 
75 ER 7S BD BBP) 
iY ACE NG GIS le SL ek SAG LI Te HG HHL) 
BE RSE MEAD BAU AS as LL 
FA SATE Zo — 2% ORY 


1) Se ie: 
2) ek SI + 3 
3) 


Till RAN BE 
4) qulige yy Be : 
4 4 (HAF 10 4B), 


5) 井川 正雄 : 
6) 中村 義成 : 
BEIT GK =: 
FS: 


) 
) 
) AF Sawer: 
) 


AR EGS aE : 


ELEN TE PK, 
ue GE oS 7 48( HAIR 28 42), 229. 
: BARE Te, (第 2 We), (大 正 5 年 ) 302. 


Th PURE is, 9 22 ZB (大 正 4 年 ), 130; PLIES; 


14. 
BRO His, $5 4 座 ( 昭 和 10 4B), 417~418. 
同上 第 5 4 WF 11 年 ), eae 
同上 4 (AA 10 42), 1 

同上 PE ee 


ENE aE. 6 43 43 (WA Ai LL 4p), 155. 
NMR Fb, 9S 22 48 (NB A 15 4B), 79. 


Yn ek YE + WH (Japa 


『 産 の も の に つき , (EBSA FF ER 紫 


され た も の 及び 筆者 が ク ea 


J Leal oa | ." = ‘4 Pee 
ar aS = ee 

on Se 

: 5 Se a 


4 


- 
vi 
+} 


E f 


| 
| 
| 


. 


; 
: 
31 


= 


el 


HE OM YD, HS 


4 


ote 7 HR 


。 本 15 (15) 
ls 08 2 FS UW ae PA : 
同 ok BR ORL 
同 ne A RE LY 
ALS oe PEA DR LF BS Sr 
RRA RUINS yr Ty A 
同 18 A WRB LU 
fl ag EL BRU - 


同 上 AsF MARL RAR @ — 2 BRL 
Site oat be LIAB TRS ES TSE Gee LL 
同 EH ey D> RARE es A nL 

産 其 及び 形態 VRAESTCORWO LOI, BREEEBL, 72 —- aR 
TP OBW§E & 7c L-CAMIRINIC HEL, 草 泥 石 を 件 ふ 場 合 と 然 か ら ざ る 場合 と 
が ある 。 大 部 分 の も % の は , 結 品 形 を 商 眼 に て 見 る と と が 出 来 ず , EMRE BT 
So 然し 高 倍率 の ルー ペ 又 は 双 眼 題 微 鏡 に て 観察 する と , 微細 な d(zro) の 
結晶 が 集合 し 狼 生 し て ゐる の が 認め られ る 。 結晶 の 大 き さ は , MAE 0.5 
REICH LIK BOOMS, 

2 — DEE OPEL GS SRG OIE LIRO OY, BEAL 
CHATS &, BORHOAK OD BWM kD Ted FS BP, BRO IC HE 
せら れれ た 徴 唱 の 存する と と を 知る と と が 出來 る 。 MALT — 2 SHI IIA 
FSBO —WIEMMO AMM, 7 2 — ASL BE Let Ld, 聞か 
2b CH SEICBAGNS, BS< TOKEWO VOUMS N77 a — 
DMMB LY RZADCTHSSH, WEIEOPMOY $ OMS THX, 
KARE AiiPKBLASMES GH7eLOICOVTHASAIC, クロ ョ ローム 
SEC, THR EES AMIC, 7 — TAO RADE L TOS. TO 
結晶 の 大 き さ は 冬 + FEC EB Mors, d(110) の 結晶 形 が 明か に 見 られ る 。 
APE MARL STH BY 
RAMU FRAMED RIVOVIO Ph 5, BED 7 ad 
HE O BU OMSIE L¥e IVD 7 2 — BUI HIM Lico それ は ク ョ ー ム 


1) =, BE 
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HID ORK GAAS, 7 1 — 2 OO OBWT LICBLE L7e OCHS (5 
alll), TOP ANIE, MBIA B CMT ELIS BOWHD, HOWL | 
d(zro) kbRSZTEAS, BP biz 
FESI Feo Hidhlc £ D て は 
d(110) O#8 & Wb TC n(2rt) 
の 狭 細 な る 面 が 存する 。 等 
者 の 従 來 観 察し た , クー 
ム 柄 樹 古 の 結 品 中 最大 の ゃ も 
の で あぁ つた 。 以 上 の 如き 試 
料 は , 僅か 一 片 を 獲 た の み 
で , 同 春山 の 其他 の 個 記 に | 
於 て も 極力 求め た が , 終 に 探 取 する と と が 出来 な か つた 。 { 
RAWUNE IMOIERESLICEET 2 7» — A Chm OAWRMTIC MPC, 
2 2 FARO Phas — Ii IC (20 PET) HEAL LCS WOWAPG M7, 
Eero ach 結 品 し て 居り , 極 め て 見 事 な も の で ある 。 
以上 各 産 地 に 求め られ た ク ョ ー ム 柄 樹 石 の 結 品 は , 例 外 な く (z10) に 結 品 
し て 居る 。 唯 赤石 磯山 に 産 す る も の が d(1zro) と n(21r) OMMBILYVRA, 
(EBRD DHICICASRIEO 7 — AMIITIC LC, TOULOUSE 
せら れ た も の は 高知 懸 越 者 産 の み で ある 。 そ を の 化 授 分 析 の 結果 は 光 の 如く 
で ある 。 


A AOR UGE 7 0 — AMR A X8 


SURAT Yo — 2 BAR ML a 


SiOge willy Payee 28.35% 
CAO. tod eee 32.64 
(a UN eer 11.83 
All Onis Stl eee ee 1.97 
POs oo. spe tae ate 14.22 
MEO! ss Fes culties 1.89 
EO ACOs ca een eae 9.10 
& i 100.00 


線 17 Be oe eer ety 


(D) 4 0—L%8}24% (Chrome diopside) 
ASFRICTES TT 7 — DG IL FEARED ADO KAMP IC CHEN Sav 7e (CHE 


» Ip, 


eT NR RATT BR eA BE LD) 
OE SAS Re AG BN IS a ag YY) 


COS DMAP FED % © ok JUNE AAS FEE IB BREE B tye 


CeEMELN TCHS», 


DEAR AGRI ED 7 2 — A EBA ICL FE OB L7eM ERT So 
GRY AR IC Rn SS HK 7 — 2 SR IC HEE GE SEIT MR 


MeL, Be RIO LA ea LCHT. TRCMIR ITE RUE ー 


(PAAR WTA 上 附近 ) に 於 て 多量 に 織 見 せら れる 。 
VES IC He ES BRAG DS A RL IC SC HR LAR Te TA vA & 


Bas & OPVIC HT S oSHn き 部 分 » BUTE RR fa 9» Bias HC LC re 


TS と と が ある 。 
SC Rt 


BoD Mores IW BFK PHY ZETA GE SNEWS 


の 産 其 及 び 其 他 を 考慮 する 時 は , REGIER BS omphacite と し た 方 が 
ein 品 で あ ら う どど 思 は れる 。 
WA RICBE fi CHERUB, RIKI KRALL CE 


「 し 結晶 形 を 示さ な い 。 ZT ORIRIHEO IS BORK THEO 2 OCD % 
が , FICS WOO MEN To TAME HLS 7 LBD Bo 筆者 の 採集 し た 


KAKO OOM 2 HRS 5 MOEENMMEE CHO7e, COMET Ble A 


】 用 し て 二 つ に 割り , ZOAME MB L7e. COMED PHBL &  L, 


HO BWA CH B ICKL, F OMMADAMET BAG EL, HEAL 
て ゐ た (HR), LOM LSE KIC TCHS IC, ERIE OHH te Ble 


1) AP MR: ROR, 5 ( 昭 11), 45~417. 
2) Hbese—: WPT MERE, 44 (19 12), 128, 144. ‘ 


本 18(18) BAR RKB ee “8 


Pas aay vi 


て お る : 
COMMIS FMC 7» BORE RTS IC, (NBIC EOC 
(MRS IC DOTCANICTEORT ZED 濃度 に 多少 の 差異 の 存する と と が 7 
利明 し た 。 又 同様 な と と が 結 唱 の 個 吐 個 農 に より 異 る と と も 見 られ た 。 
—(plREIC CAS, — BR MK ATS UO SIAR HALAS | 
第  @ aa 


a4 


: if 

i Hi 

AARNE Yo — 2 MET oe a 1 

C...7U-SBMALY rome 4 

普通 竣 交 石 より な る 中 心 部 "| 

a3 ales Fe i 
液 法 に より 測定 し , 炊 の 値 を 得 た 。 | 
C= OO OA ; | 


前 記 の 大 き な 柱 欺 個 錯 に つき , 暴 色 を 時 する 中 心 部 と , 濾 線 色 を 時 する 弧 
PRL OMB HINA LIMB BADIAKAIC £ , MEE HERR 
I< CHZ, = 

Hh OT 600g. A= O78. Sy =k. 700 
RRR C= 1,674 Baab8s Ve BOG 

GBA WEE Z RK MRO fi £ HBA Ds RD 
@ ffi & (LW Be LC io % 6 | 

wy CHEE & WERE RRB L OAT MAIS TOLICHANS ZS. TH 
は , BAWIC Cr の 存在 する と と に 基く も の で ある と 推定 され る 。 
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(BRD SIM ML ICHES Z 7 e — AERO, 大橋 幡 土 が 必 折 
AEE MER 5 HPL NIMES LO RL O OIE に よ つて 同 


; CLIC CLS 


LM LUCH V7. ICHAEL ONE BTS « 


{EELS PORES RICA TIN CHS, 
5 第 表 
a Fe 
Theo ZS 
| BEe eT h | 原子 lee | oo AR 
sio, | 5238| 872 | si 872-| 52. | 820...192.81 999 9 
BNO, 1 f= 349 |: 2982) 1 66 66... 15.55. 
Fe,0, | 4.06 7_| Fell = 14 Acc ORS 
Cr,0, | 0.98 KS 14 e638 
FeO 0.21 3 | Fell 3 $220.7) 904] 
MgO. ¢| 17.88] - 431 Me ~ “431. | 78 | |358:...-83.0 
NiO 0.13 2 | Ni 2 2...--05 
CaO EG caer ba) S412 412... 96.9 
H,O(+)) 0.93| 52 |-H 104 | 104 
H,O(—)| 0.31 O 2785 | 234 | 2551...600.0 
fe | | Ps 


BURL REEIERHE CIA To eB IC, 本 分 析 の 結果 に に 示さ れ な た 水分 は , 本 
分 析 試 料 が 完 旬 | THEA H Cig ¢ , PROREBCHASIHE LTA7eT ED 
BSNS. HROTKSD EMEC O HERAT E LC MERC Mh eSp & FEIT 
AEE LD BRE L, REPROPAT LE ED , BIA (LEEMEUESN % RW 76S ICK 
OME RE BF. 

i Cap. see (Mg; Fell, Fell, Al, Cr, Ni)o.991(S1, Al) 2.90006.000 
Ca: Mg=0.98 : I 
と な り Ca, Mg oi ILM IT ES, HOTBM AO Ie Aust 
CaMeSi,0, の 式 と 全く 一 致す る DERMOT. 
Cr pShih ie 3 Watlc LOC BMRIC AD, 7 eA MIT WRT Ze 
は , 2c Doelter) Jb fhIcC LO CHAE BM Fe CHS, RUA 等 の 研究 


Doelter : Sitzb. d. K. Akad. d. Wiss. Wien. Math-naturw. Kl. 122(1913), 
1108~1112. 


1) 
3~20; Monatshefte f. Chem. 88(1913), 


本 20(20) 2 Aw MRA @ #8 20 
の 結果 は , LEME EAI MIL LT RUHR H BSS. AU, Mgt, Fett | 
と Cr+++ と IS BEE O TY 4 Pad || (Isomorphe Ionreihe) に 局 す る 2 et 
Dd, GRO Alt++, Mgt+, seit Fet+ の 一 部 を Crtt+ ABM L7Z { 
DCHZ LB HSN, MLE Cr.O; LARK EMAC laid 5% 以下 
LD LMOAY HBV ERA, Doelter OF MOR RA HDS. LEVRKRB 
D7 1 — BBG OILE SHO RUR % JLS IC, Cr20。 は 3% 以下 で ぁ る 。 
従 つ て その 叶 換 現 祭 に も 或 制限 が 存する も の で ある こと と が 想像 され る 。 
(E) クロ ー ム 笑 唱 石 (Picotite) 

yn — ARN BOWELBE © CARLA NBO, SICH HE IID | 
D1 — DRANATD ALFE LIGIER © PEDIC HS CHERL S Fe T LE DSHRE SILT 
ゐる に 過ぎ な い 。 a 


ee a ts a cael ttn ys ‘ 


(1) GIR PS RD 
(2) Fe RRNA RS 22 AR BN er Ay?) 3 


pe RT CN 
FE, AZUL ANBAR BTS MRE BILE AROS, BET RE 
ゐる 。 

- 開 宮 村 産 の も の は 蛇 紋 岩 中 に 不 規則 な 微粒 と し て 存 し , 基 色 は 渡 鞭 色 を | 
の 
(F) クロ ー ム 工 (Chrome ocher) 

70 EEE OAGE, 又は 鏡 SANIT PET 2 AGO D&E T BIR - 
BALE % BE 7 7 — ASL Bae BAILTH 2. PLUMIO ABZ 2 — 
柄 格 で ある と と は 前 記 の 如く で ある 。 

ク ョ ー ム 華 と 云 ふ 確 物 は Doelter3, Dana®), Klockmann®) 4 ic ko 


1) AJNR: WA Bee, 47 (03 15), 287. 

2) fal 3 3398, 25(88 16), 670. 

3) Doelter.: Handb. Mineralchemie Lf, 2, 2162: 

4) Dana: System of Mineralogy. 697. 

5) Klockmann: Lehrbuch d. Mineralogie(1922) , 595. 


t 


MM 21 3 Bite SBR ae 本 21(21) 


= 


粘土 奏 結 の 一 種 と され て ね る に 詩 し , Winchell” aeRO CH z 
phengite の ク ョ ー ム を 含む も の で ある と し て ゐる 。 Hild 7 — AML 
” 身 が 曖昧 不 確 賀 な 確 物 で ある と 蓋 は ざる を 得 な い 。 

SEF AGS A ES LD ABE WS RL IC, ク ョ ロー ム 鐵 確 に 件 ふ 
PARE EMO LOLPMELTED, TORLOIERE ( ODE BABE IC 
ク ョ ー ム 工 と 記載 せら れ て ゐる も の に 最も 近似 で あり , WHO 2 -—AH 
— MERSIN 7, KAAS +t A FILO De BEE 
KM, COMMOBHLWDICSNSZTCETH BOOB, 結局 は 後記 の ク ョ ー ム ふ 
高 才 士 と 同一 の も の な らん (追記 参照 )。 

(G) Z7R—LASBst (Chrome kaolin) 

APO WEP BE lt = DORI IC ROT ET 3 BRE, RIG EL 
FNCU Te FI ICR OLROM MNES NS TEMSS, EB 
CULE NILE = » WE) ERAN TCOieo MSLIUIN TAA FRR 
BLD) は , と の 線 色 土 次 春物 は 球 = vr ML ALES 3 と と を 指摘 され 
Fee HICKRBAARE BAM RO ERR Be (EMO 
X 線 的 に 詳細 に 研究 され た 結果 , クロ ー ム を 含む 高虎 LM RO-M CS 
る と 決定 され た た 。 


産地 eG fg REY FHL BG JN 
Ly a RAB YR ABE AS Sle OO LLY 


産 WR WERCHDLILRAIT A ICIRO TET 4 BRA LICE BLE ICM 
WOE Te FAIRE CBM O MMR ALI Ts LTHEF 3 
(BRP FIERO REAM BLML, LOU MRI EEO Kee Dee 
[LSS AES MB RBROKME EAB 17. 
eA b 82.4} Ato #852» 6 wolchonskoite, miloschite, alexandrolite 及 


1) Winchell: Elements of optical mineralogy, II Ed. 364. 

2) HP SRA: HWE, Wye 37 4A, No. 1, 7~15. 

3) AF GSK, RAE: ALIN TL iB, 48 10 48 (1R M14 4B), No.5, 4. 
| 4) T.Sudo & T. Anzai: Proc. Imp, Acad. 18, 1942, 403~405. 


本 22(22) YER RRR eS 


SER BMORMIWEZ vo -—2 BRB 


| a b 
SiO, 67.60 82.00 
Al,O, 17.50 | 6.68 
Fe,Og 1.40 1.13 
MgO 4.03 3.72 
NiO 0.44 0.17 
Cr203 Pee ies 0.41 
JHA 7.63 5.51 
合 - Be 99.72 | 99.62 


び selwynite FOBT S BAGEL DEO Cr を 含む 一 種 で ある と 


Ad ieo UMPC BWI IC EAE ICRDL LCS. HO CHAE & ILE 3 ' 
MIC EWO CE DD X PPAR & HL LTR, 雨 者 は 完 人 本 に 一 
致し た の で , WARMED eH LE PMO Cr を 含む も の と 決定 され た 


OCHA, Doelter) k7 2 — 23% selwynite に 近 き も の と 考 へ て ゐる 
項 に 上 記 の 如く ク ョ ー ム 華 は 結局 ク ャ ー ム 高針 土 と 同一 の も の と な らん 。- 
結 言 See 


ABICETZ 7 eh AEST, 7 & ー ム 鐵 路 以外 に 。, 7 2 — DER 


BH, 70 - ANG, 2 ARN, 7 DERE, MEG, 2 DER 


U7 nw -AIVRLO EMCH 2. HE ARNT HES AURORE 
MAB ALTER ARA L, LICE O PAPER INAH CHE Lice RHEE 
に 記し た 如く , PRICT OME Hb DIK SOABRBBOTH 2. 
WALZ AS % OULD itt, Wt 7e te SPL OB WS ih Si, 
本 報 六 は (I) %, 昭和 15 年 zo ARSE RIC ESE Lich, 2 年 間 筆者 の 都合 


に より 中 絶 し て ね な た が , 今回 (Il) ERRTS CLICK, 本 邦 産 合 ク ョ ー 


ー^ 確 物 は 上 記 の 如く 此 2 年 間 に 更に 一 種 を 加 へ 七 種 に な つ な た 。 
摘 毎 する に 営 り , 御 首 組 と 御 支 援 と を 受け た 鈴木 醍 致 授 , 探 集 並 に 測定 に 
協力 そら れ た 石橋 正夫 及び 舟橋 三男 雨 上 士 , (LSS MRE NE 得 た 明治 


1) Doelter;- 前 出 。 


a 


me 4 


> 織 23 研 完 i ee 本 28(23) 


DCE ACRE, 試料 其他 に 開 し 御 接 助 , 御 助言 を 得 た 九州 帝 大 
ACTER, HAE NBER, BEKO FMIRICBY LIRIAS RMAC HBG 
る も の で ある 。 


ARAKI BUR RIO — Bit, AER GI hE A SSB BRE © BRIE LY oS 
KERIB SKE LOL’—-MWCH 3B, WCHL CMMERS 3, 
PL PRES No aS eet pe OR CS OCI 

3B ECA ESM A ARSE ICC, 従来 教科 書 に 記載 され て ゐる ク rー ム 


有 SEICHE B ILL Lie MHEG LINOWINE IK Lie, c Off OREM EERE 


KOBUBLDALVO GE, 7 2 — W5E DO BIC Lie, HBL EWE 
IR7 B—AIEICH SPL, 7 2 — AMIE S & Las X MaMIC WADIC Te 


DREDTETHS, MK TAMMEREHR Ss 7 wad 


| BENS, MATRIC? 2» ALB NCH vO, 7 AKI 


OAMOY DIMER LRAT LICKS. 
Cee LET Say mL Zs) 


~~ 


Wt FMR - 


Tre) LL ESS SAVED BAC AZAR ATE 


A peculiar cruciformed parallel growth of chalcopyrite 
from the Arakawa mine 


me OR ROH (TT. Sudo) 


AM PMG AB GL kb ES SPT 2% ISN, [三角 ~ 
FGM] OL BT CHANCE, Le OM AILD = fy RONIE eB Bic 


TSM CM RME—CH b, HAE LTCOBS LUI SB HHT 
|. 座 地 た らし め て ゐる こと と は 周知 の 事 費 で ある 。 


本 24(24) HBT OR & ab 


C= fy SMMC HEC IK EIC W. E. Ford», J. Beckenkamp?, 渡邊 新 4 
FAIR), TATEA®, EO AA OPTED TRL ATI EMELO 
HABEAS ABE CEI LUE RA 709, TORE LANMOBAE 


第 8 : 3 
J 
4 
x 
= 
i 
: 
: 
| 
: 13mm | 
整理 中 軍配 形 の 結晶 に 注意 し , 測 角 を 試み た 所 , IER ICL LO ERC 
ある こと と が 分 つた の で と に 報告 する 。 4 
FEDER OAT EARS SB IC, KOM S BLAND 2 , i 
1) 延長 の 方 向 は 常に [110] で ある 。 
2) 下 た く な る 方 向 は 大 多 敷 の 場合 m(rro) で あり , Hic p(tTx) cA 
1) W.E. Ford, Amer. Journ. Sci., 28(1907), 59. | 
2) J. Beckenkamp, Zeit. Krist., 48 (1907), 43; Kristalltheorien, Leipzig. 1 
(1913), 85. 
3) PERMA, Ai, 10(1933), 30. 
4) FET, BGR, 2 (1937), 38. 
5) 本邦 鏡 物 周 誌 , 第 1 4, 121146 Te (昭和 12 年 ) 。 


a Vey ae c > < 者 1 \ = 0 
te) A i 7 oi 
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(OCHS ‘ous de Gombe. BT NI 

3) BRMISE RIC S OAs MIE < A, 

LEAT と いき に 測 角 し た 軍配 形 の 結 品 は , eet ¢ 針 欺 の 結晶 と 三 
Fi & Obi HE THOT, 針 欺 の 結 品 は 従来 の 記載 に 見 る も の で 特 
WET ERAS, と の 三角 板 其 結 品 幡 は 園 に 見 る 如く 護 面 に 平たい 三角 
WOKOPA TD 2 BICC, 恐らく 世界 で 唯一 の 珍 ら し い 結 品 で ある 。 測 
角 に 依 れ 邊 ば とこ と の 責 結 品 が 完 人 な 平行 連 品 を な し て の ゐる 。 


認め られ た 結 品 面 は , 針 汰 結 RC COOlL; MIIO; mMIIo; piii; 
PALES pail*? COLL Fe TOL; TE 

三角 板 其 緒 品 に 於 て c OOI ; c OOL; € IOI ; COI; e IOI; eOIT; e I01; 
€ OII; eI0I*: pIil で ある 。 

* 印 の 面 は 非常 に 小さ い 面 又は 細い 面 で 岡 に は 省略 し て ある 。 

SpA ANITA TIE MM EBA TC p AS 2 度 繰返し て 居り , 叉 [Tor ; orr] 
OPKICIAM ェ ェ 2 が 現れ て 居る が , TMILE HNO WH EIT ALG 
OMIT, HRD ELS MALT 3. AMC CORED LACAL 


CHA, 


Spee hh @ Lehi RO = fap % ic FFT ze UR i _b (SH O_b A 
底面 ) に は な [ro] OB MIC KE ら な 條 線 が あり , = FPO MK is ih O TALE I 
EHO Bei (lal F Ul) ee ee 

PSALR ACS ), PRE LIEMOMMICHY cA CHS. Hrelal 

WR RU MGACARR BEM CHS. これ で 見 て ki te 


z 
ie 
- 


e 
mete | 
v 
} 
_ 
+“ 
en 
MW SoS 
see 
i a 
a moh Wea J 


本 26(26) a a ee M260 
aa 

第 SS KR 7 

| staan | OR | ae tt ft tl 
ihe z ers: 
wane | mite pees eee p p | 

c 001 001 90°00* 0°00*| 90°00 0°00’ 3 
m 110 9000 | 9008 | 90 00 90 00 1 
p Ill 9001 | 12543 | 90 00 125 40 “af 
c 3 001 90 00 | 180 01 90 00 *| 180 00 
p ili 9000 | 23419 | 9000 | 23420 | | 
m 710 9002 | 26958 | 9000 270 00 
e 101 10 60 16 | 32512 | 6015 | 325.09 1 
e 011 I 60 13:|- 84.51 60 15 34 51 
e ey 101 60 14 | 21447-| 60 15 214 51 
n 112 55 17 0 00 55 08 0 00 1 
p iil iil 35 37 |. —0 08 35. 30 0 00 . 
* i Bi + 

BS Rt R 31 

= FBLA * WW ff ah, (me 1 
Tae | THB p' e ’ ”’ 1 
c 001 90°00'* 0°00" 90°00 0°00’ : 

e 0t1 6014 |> 145 14 6015 | 145 09 | 

e 011 6016 |, 34 47 60 15 34 51 : 

e 101 60 13 325 13 60 15 325 09 3 

e 101 60 11 214 51 60 15 214 51 

* RB 

‘ 


GAEL, CDi > PEEVE IC HSC Ik Iro IC-FF TIC し 左右 土 稀 に な 
る 。 印 ち 例 へ ば 三角 板 其 の 結 品 の e 面 の 中 , lor と 0II, 1oT と oIT, 


DT 


ror と O11 ARICK* FRORELRLCHS. LW LUMOBeRBER 
EFORMICH TIIEWHE CHS, MSPMNIE Ior と or OTMle, IoI 
& OI ICLE LIER 
RIT THA. 
測 角 は [TIO] DEMECIF OF, CORR WER, HWRICHT. WARIS 
A LCI RIC B-CHAS c=0.98525 より 計算 し た 計算 値 と 非常 に よく 一 


致す る 。 


SICH (ll CIA DAIL CHB), ToT は 更に 細く , OTT 


(HO a Ce) 


= 7 
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Bit LSA ER FRO SAAC BAT S ABE (1) 


3 ae Thermal changes of copper and iron sulphide minerals(I) 


mapy4: e BE We Ze ER (M. Watanabe) 
\ 


ti 言 
銅 及び 鐵 の 一 方 或 は 双方 を 主 と す る 硫化 物 中 HEAR E < HD & LCM 
れ た も の に は , 炊 の 多種 類 を 包含 する 。 
fe 16 $d OE HK G1 WE chalcocite Cu,S Fi MRI 
¢] 2 covelline CuS 六方 
Bit (6 LOR GE BLE pyrite | FeS, 等 山 
| FY #% WE marcasite FeS, 學 方 
REPRE pyrrhotite FeS AGRE 
bt 2% SH WR HY Gd HR chalcopyrite CuFeS, 正方 
HE 銅 bornite Cu;FeS, “eilif 
x UE WE cubanite CuFe,S, AG 
COSMEAMED & LUCE OFF FEL ILS N7e } OIC 
チャ ヤル XN APE chalmersite CuFesS4』 


AN vr ii barnhardtite Cu,FeS, 
he Bie i] J chalcopyrrhotine CuFe,S, 
Ys,uy) — fe valleriite Cu,Fe,S, 
、 が あり , ま な た 天然 に は 知ら れん な い が , (LAME LTHA Ned OC 
Cu,Fe,S, Ke Cu,FeS, 
が ある 。 | 
Zi 6 OPW ICO Tk, 従来 多 敷 の 研究 が ある が , HEWITT 
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BB, EHNSICHETKICMDMALE 5. 
Sags (CuS) ROLES (Cu,S) 
- $e CuS Ropes Cu.S に は , 次 の や うな 相 写 開 係 が あり 


2CuS 2 Cu,S+S$ 
oe MRS BE 


BEBO FEA BLL DAL IKE CEA B BOLL, ERAT HST BAGO, PUL 
FS TAGE (CHAP YZ, TAVICHET IR KIE 4 ERIC RAYS V7, Tov - 


ン , メル キン 三 氏 り の 詳細 な 研究 が あり , COBM EH CME 

(5) PRIMO LET AIC MBL RSIRLICHS CUR SE, 低温 に 於 て は 調 訪 唱 
FICS Zt OV MILNE B OIC HS Tk 91°C で あぁ る が , GRE LIA] 
VARS WRT RUE ICME CU CLESEL, ZH 8% を 超え れ ば , 避 移 は 見 られ な 
KIED 0 | 

(2) PROMI LE ACE LIAR OIA NCATIUE, その 温度 と 硫黄 の 
WEI) & ICME LC ARGS OBER WU L,, GE & @ [RYH RED, —UR OBIE 
水素 中 358° 以下 に 於 て は 全部 銅 藍 に 毅 化 する 。 - 

(3) 純粋 の CugS は 眞 訟 中 で 1130°C で 融け , 1200°C CHIE pe Zp ICE 
化 が な い が , I RRO BEUE ASE Clk 1096°, I MIMOBROZA HC It 
1057°C CHARTS, THEO MBL LUT CuS を 合 む た めで , その 際 に 
於 ける 倫 分 の 硫黄 (CugS に 比 し て ) は それ ぞ れ 1.40 及び 2.70% CHB, 

SURO ia (FeS,) & RENEE (FeS) 
” FY SUDE & SE BROK Lk HLT {REAR (monotropy) Ic H Y 

白 鐵 中 (marcasite) > Fa | (pyrite) 
PE BUUR & aS t OLN IC ik 


FeS, = FeS3 +S 


1) E. Posnjak, E. T. Allen and H. E. Merwin: Sulphides of copper, Econ. 


Geol. 10, 491, 1915. 
2) その 後 の 研 究 (Cu-Fe-S 三成 分 系 ) た に よれ ば 455mm ORME EC 1085°C, 


3) RGA FeSjy2 tt oHCRAIN SN, Ch TP RAMOKRD & A 


BLL CAUBR TC, GHB O も の の 成分 は FeS と すべ き で ある 。 
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な る 開 係 が ある 。 TAICHETIA I エ 9I2 年 既に アッ ャ レン, クレ シン ショ ツ , ジョ ー 
ンス トシ 三 兵 の 研究 が ある 。 そ の うち 特に 熟 下 衡 に 開 す る 部 分 を 摘 鉄 す 
(x) 白 鐵 足 は と れ を 硫化 水 来 中 に 熟す れ ば , BE LCI, 
CORI 450°C 附近 か 6 i Bd BAILS o 
(2) FRBWRE THe I ROMA CAAT WIE (c OPED ORE 
は 約 5mm), 565°C? CHS TRIE RIE 2 FIGHTS, HOT COe Ath 
“CHUPRINE 575°C IC WORT SAE (RIE 2 TD, 磁 硫 鐵 足 を 550°C IC HR 
CEBU ICHES SEACH LAME I DIC 2°C LAO BIAICH: 
PAS AIL, 665°C £ Y IC MAA L CRE BURIC BES 5. TH EOME CH 
PME > MOMENRAS, T UICHET ZH CD 3. ] 
(3) RGB % HEA LARS ICHR CIE EO ME A) LHL BE IC ME CCH OS 
BOWEL TKTS. Th FeS 中 に , 固 溶 購 と し て 遊離 の S EHD SU 
果 で ある (但し その 後 の 論 文中 , と れ は FeS Hic, FS, 中 を 含む も の と 
修正 せら れ な た)。 
(4) と の 種 の 硫黄 は 営 然 融 昧 に 影 絡 し , 眞 窓 中 の 純粋 な FeS は , 1170°+ 
5°C で 融け る が, 硫化 水素 1 RUE O FeS は 約 3.2% OBR RICE 
ん で , 1183°C で 始め て 融け , 硫黄 の r 気 礎 蒸 気 中 で は 更に 多く の 硫黄 を 吸 
ひび 1187°C* CHEB T 3. : 
(5) 磁 硫 鐵 足 は また 種々 な る 水溶 液 中 , BAK Ss & Fb — BIO TEIUIC & 
り , 80° 及び 225°C で も 造ら れ , CO MAL RG HA, 低温 種 は 六方 品 系 
に 局 す る 。 但 し それ ら の 相互 の 開 係 は 不明 で ある 。 
その 後 ア ンダ ー ソ ン , Fa AV MAE, ABU Be SUMO BAS TBE eX 


1) E.T. Allen, J. L. Crenschaw aad J, Johnston : Mineral sulphides of iron, 
Am. J. Sci. 33, 1912. 169. 
2) 1937 4BfEO Cu-Fe-S 三成 分 系 研究 に た よれ ば 455mm © Wee PS C78. 
Fe) pate Posnjak, E. T. Allen and H. E. Merwin op. cit. 
4) 1937 年 度 の 研究 に よれ ば 455mm OMWMEP Ic 1185°C. 


f 
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線 に よ つ て 再 松 し , 硫化 水素 を 売 た し た 閉 管 中 , 415°C Cat Simi を 生 Uh 


%, 425°C で は 鞭 鐵 確 の み と な る と と を 記し , WEE HUM, PRATT F 


LISI PASH, ABU 430°C, 2 WEA] CBEIC eet 1 te ioe 
ae 2 WEE Clk APRS T ALICBEF STL X 線 的 方 法 で 確か め た 。 
落 銅 CuFeS。 O45 fF 
散 銅 足 は その 組成 上 炊 の 開 係 を 示し て ゐる 。 


2CuFeS, = Cu,S +2FeS 十 S 
HT: 。 TAO RT aE 


を の 反 應 は 祥 際 に 見 られ , それ に CHL CU FP BIR OMFA WHS Eid i 


EE ERSTE ODA & SESE EX OUBEIC 3 時 間 づ 熱し , その 際 分 
離す る 硫黄 の 量 を 測定 の 結果 
450~460°C 0.22% OS CRSA, HMIC IAA & BME ICV. 
500~550°C Hic 1.69% を 失 ひ , その 大 部 分 は 525°C PVE CAM IC 
BRITS, COMB & LATO chat 3 ic, —W te ith OPSAVE IC 


異な ら な い が , AI ICBHA LHL ¢ ie), ZHICMAR AUS, HORGE ED 


PS tO b DICH FIICA ADAG © 


eee 連 績 的 に 硫黄 を 失 び ひ , 775°~800°C IcAT, bial 


じ 始 め 
ee BEBE ROD \ BESTE en し , 残存 確 物 は 炊 第 に 黄色 
LD HEE HOS. TN CHROPBAIE, 7.30% ICTS, 
900° ~ 950°C. HERDER ICME, x 
Q50~T000°C #4) 2 % OPED & EBT HL, 975°C VIET IRS AES 
HE & Ze RO, REA LRG O MH Li Bo HERO 減量 は IOOOSC 
で 9.20%, 即ち CuS+FeS kb WICHAOMBMERST LES, 


| 


+ 
g 
f 
ae 3 
: 


« fad 
pone A ype dpeepre eer 


と これ に よれ ば , BSRATE TE OUT SME 525°C WUE CHIC if が の : 


1) FRAG, EAL RAY, 1 SO REALM © Se, HGR, 19, WB 13 年 , 354. 
2) 4555 3D, BESAGRD PANOUE SE, Hime, 昭 15, 11, 147. 
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HL), BE Lk ECL OMB 800°C KesSUEabs Bah CHR GRR ee 4 
離し じ 始 め る 。 それ が 900°C 附近 まで 貫く が , 975°C RR 
骨 が 本 部 分 列 し , BES BE RE ERE L (CFB し 終る 6 


fies BOS sa 
DL EIS EH CHMMO BEACH BM, 近年 メル キキ キン, aL OS ED 


IRMIRSHRRICVE Cu,S 及び FeS を 合成 し , そ の 種々 な る 割合 の 混合 物 を 
種々 の 温度 で 硫黄 の 蒸 舞 中 に 長 時 間 熱 し , BRORIEE を 合成 し , Ax OU BE Ic 
於 ける その 性 質 を 吟味 する と 共に , 天然 の 黄銅 距 に も CALE RMR, Bi 
黄 の 存在 する 場合 に は , BEG IL LIT SC BEES, 低 漁 で 却 つ て 分 解す る _ 
こと を 確か め た 。 印 ち 條 に 硫黄 の 蒸気 康 を 一 定 (455mm) と すれ ば 
4II°C 以下 SS ORB IC ED BERR ARE, 
4II°~ 445°C 銅 (CuyS) 及び 黄 鐵 (FeS2) に 全部 分 烈 す る 。 
445°~484°C 青銅 色 の 新 化 合 物 (CusFeS,) £1 MEIC AT Z 
484°~550°C BES ED HL pe IC IL FA GMDE + ER Sid WED TALS &, sth 
WE LICPBAT So 
550° へ 637°C BES GNE CD HL ee IC HE SESH + ERG RD TE PAR ZL, BEBE 
Wi LICR 
637°C~950°C KA ICH LADD, 4 OPW It BEB 
a BIS OPT LRO CHAT S o 
BED THE LD Hid DARA FIC, 黄銅 確 を 極め て 徐々 に 冷却 すれ ば , 前 記 
OME & WOME BY LASHED, 637°C 附近 か ら 硫 黄 を 吸 政 し て 黄 鐵 叶 を 
分 離す る - 方 , Wad id Ze lE PSM Oa ECVE VHB, 550°C LAF Cit Bes 
BED HELE (CAL > FRENTE BRET [i eerie % AE, それ が 順次 に Cu;FeS, & 
HeONU, SE: RO ICT 2 « | | 


1). H.E. Merwin and R.H. Lombard. The system Cu-Fe-S, Econ. Geol. 
~ 32, 1937, 203. 
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pad 


AS 


Z-+S 950° 637° S50 yh gate Se? ade a 


: > WE ——> BS — > ok -— > TE 
oo: as A 7 FeS, , 
keahi—— Hk —— BE OR (BE 銅 aE ' 
(CuFeS,% 32 | (CuFeS。) (CasbeS,) _)Cu。FeS。 を 」 
EF 3 AVM) EMS | に 近い a HLS SE 


mre ncaaay Gee wrang Wane CuS 
と の 園 深 器 2 TYREE sma 


5 CuFeS, + Sy > CusFeS, + 4 FeS, 
Cu;FeS, + S, > CusFeS, 
Cu;FeS,+S—>5CuS + FeS, 


{ 


第 B 


& 


455mM © hie TE FICK S Cu-Fe-S =5p RAG BA RZE SE a 
(Merwin-Lombard jij ic #23 ) 


また る ゃ も し 最後 の PEW CD % BEN & GME 11 OHS ICMCRERO 
RP ICEAS ALL, & OME KMIC L CAS IC HEME IC BAF 


° 


intial 
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まさ で で れ ら OPM RIA, $e BU gM llc LU-BARCHIRANS, Chiaznr 
キン , ay AN FARA, 455mm の 硫黄 礎 下 に 於 ける Cu: Fe:S 三成 分 系 平衡 岡 と 
LOTRAkK LOC, PSM=HABACAMI, COMB LOCERG ONSET 
CLMPOMCHY) , 4055, RV RINKS, SMTREBEROC MA 
$82 LIES ERO kB YC, D-H-J-E-D lame & aa FS YB, Q-L- 
V-N-K-Q iisaohe 23S HU, F-M-R-P-C-CP wig e kes 3 
第 走 


~ 


1185) Pyrrhetite 


Chalcocite Sine 


Fe 


ee a 


455mm © BERET IC WA SB Cu-Fe-S 三成 分 系 平衡 模型 岡 af 
veto ALE LIRS WIRTH S— EKA X-T-Y は , Cu,FeS, GALT SMM 
MRO HL ERT. KIBO DP MIR, TOF BOK MIC MNT SMR V 
Dik, F OWMMCAS H DiUBBEICIN TC, FO MIMIC S ML OIE VA, & 7 LE ys 
に 分 れ て 存する と と を 示し , 例 へ ば K-N-M-E-K fo-M CRIN MROLO 
ik, LOBES ELD (BABES ARS SIMBEICIN TC, TOW MIC ES = ALD ARE, BD BE 
sok EA FS LOE WGAMRE AL HEATRICIE MIMO % © LICSHCHL, O- 


本 34(34) 2 Fi BR ty BRR UR @& a 綿 34 


L-N-O 9-34 GRIN SMMNO’OM, TOBE Ava ( Mise Cass 1 STHPET, CO 


HA UTC RS te S WADED, CD S WESAGRSCI YAR Ae UTC eT AEG ERO TEER 
Fo EE MM CHE INES OSEM, 例 へ ば O-N-M-O 肉 の 組成 の も の は , そ 
RICHIE ICAT, COBH ORMERT SH MK Th CEG ERODE, 
冷却 すれ ば それ に 應 じ て そ の 頂 端 の 一 硫 物 か ら , RE MH imo HRC IEL, 4 OSB 
(LOHS DS ¥C, ABEL FIC REN Bo FEMS KH} A-O-S © Pev Me dL, HERA 
LC LEOT, CORRD FEO MK, fel O EERE S Prpe D-E-Q-K-F-C JP ho te 
sigh TE ae es eee eee 


LCOS c Z BCH AS SHKO LOB, RBCHHTSLINE, そこ 


ie UCHR E ICS SHER, ZS を 結ぶ 直線 上 S CMO CHR EBT S, DC CH 
3S QK SEW SWC, HS RAE EU, その 後 LN MEWS * Cit, HAMO 
ま ee 然 る た OLNO Oleic AMIS, < OF Be Wvat He WS ic Me 

yO RA Sih O ESB LN BE 2 ET 『 と 分 れ , CORAL HBO MRE NBIC 
eae て ONMO WIC AMIE, N CARS A 3 WESMTESTIELPRBRIA BDL, EO 
BU, M CHI h SMM AIC Sh Bic MOMCVLC, HS MMOMBAL 


WY, CH deb PILES A OS, Bic Me MOE RIBEOL, BOR TRE こ 


MLM S. COP SIKLTZ HSS KMOTHMRO ML & AT MS, OA MEH 
YSBhEC SL, F< CILMI L SMM Ic ah る 。 
SSNS, Cb ABE O UABE & BS CAL eA © PAW CS 


VETS CHRO AUIS 455mm OYA CH 32, HF LZ OBE HIME 
が 増 を ば , TH SOBMEOIBBE EE 0, DUCHORMEDRS TUS, Bee 
LNG 低温 で 起 る 。 例 へ ば 58mm で は , CusFeS。 EL FB lMPAB Y 
は , 445°C の 代り に 430°C ょ り 生 じ 始 め , DEST IRD MK IC UE ARS M 
%, 484°C の 代り に 450"C で 生じ 始め る 。 ] 

SARE, HAMAD Ic, 人 工 Cu2S 及び FeS, 2 dK FK OvICGME X , Rae 
MEL HSS > EMC, HOMME L TH OMMOII IC, HOR 
SMAI IC EDC 

CuFeS, + S=CuS + FeS, 

2 CuFeS, = Cu,S +2FeS +S 
ie HOBURIZIIC BOLTS OCHS. MLAMLOMBSICHT & TO MMIC 
fill x OHIO eon % bLS DU CH %. a: 


35 a a er sce 


黄 鉛 斑 CuFeS, 2 paghgg Cu,FeS, 

SE SWO & BECAME Lk AEA CHEE L, また 屋 々 前 者 の 薄 薬 が , 後 者 を 
格子 次 に 綱 ぬ く 。 ERASE CA ARGUE PEED IC HE T FL Leh OY, AUEDE 
[LI ASSAM CSL Le”), jPREEEE NS DODO ME LL Ee Gd MEIC HE CHR 
し た も の うり 等 その 例 で ある 。 THB WIE OMIA Vv ABET, そ 
DEB CLIT F 5 

と の 種 の 成因 に 開 し て は , ICY 272 VERIO RAD ZS, KET VY 
FMF 2 -TFROE AE PEEP, VETTEL OW SIE LIEICTET 3 OO 
を ガラ ス 筐 内 に 密閉 し , 400°~800°C に 長 時 間 有 熱し た る 後 冷 却 し , COR 
LEIA te. SOB LHBRT UE 

(I) 475°C 以上 で , NTRS HICH L CIS LS, 

(2) 500°C Ic 25 ERD, BMH ICH L7e LO TIL, MAL ICI 


— D—-FF CHOPS ¥, FEICHEGHTR LHe 0, REINO Ich DN Ss, 


(3) 700°C (c#k& LTA HICH Leh O Clk, BESO IL OMEIC EV 
か れる 外 , SOMMBILICIOT, 後者 の 粒 を 析出 する 。 

(4) 前 と 同種 を 48 時 間 600°C に 熱し , BIC—BRAR ICH I L7e¥O TC 
は , SEBO LAS PAK SP, 粒 滴 状 に 斑 銅 奏 中 に 分 離す る 。 

BUS Poa (headin CULV, FRUITS T LGA L, EO FROME, GL 
DIRE CEES S o 

BTV UY, wy N— FAGLCIL, BEST 2 RE Mee CuFeS, な る 低 こ 


AWE OA IC Nd, UIC Clk, その 組成 上 CugS と CuFeS, と の 中 間 に 


b Swe TNT WGA ¢ PRS C OYE & LD CHRMMOTHS. 但し 
45S RGM ELT SVS L, PRON & を 主 と す る ieHS?) と の 間 に 


JER BARES, WE, 5, 大 15, 

VE MALS, AOR, 19, 昭 13, 28. 

FEB, We, 39, 昭 7, 371. 

G. M. Schwartz, Econ. Geol. 26, 1931, 186. 


1) 
2) 
3) 
4) 
5) (LL C05 BRITA OL, © O MK EME SAME L YAP OC HE SA RIC 


- ¢, th &—PRICHESAOR & RES Et OWIYAM Lt SO Wit, CHS ORME & 


Wheat 22.12 ah CHEW 0 
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ILEICD MEO HERDS D DO, PINIE 455mm OVENS E Clk CORMIER 


. OF) と 記さ れ て ゐる (ae~Tl KN, FM HHI"). 
PESIOR SCARS = TRAE HE va) BRCM SCI HS 

. (BESAMRIC EF SALMO LO & Hiv) 

925°C. -Cu 41.2% YF Cu 48.2~456.4% Cu 56.4% 以下 


550°C Cu-48.2% 以下 Cu 48.2~59.6% Cu 59.6% 以上 


と の 組成 中 銅 の 増加 は , BRM O Hn ZAR LL, COPD ILIA OM 


加 を 示す 。 CALBCTH EIR AVE, BEV Hc VA 78 2 SR 


Lt, JEBED UE FIC LO CHOCHYIN FT Z 2S, BROMLEY TCHS RS BE 


GHD VES, 河 度 の 低下 と 共に 減少 する た め , HULICAS C ROHNER 
CHE L, HOMME IC MOAN LCRA, EU ZO Me LA BEN TE 
(CHIT SINR, Lore VICAR O-C, AM MMSE FNM AIT ae 
DS. (LL 550°C 以下 に 於 て , な は 硫 黄 の AUK 455mm に あれ ば , HS 
DHE SESHIBIOLR TASH , SS cc DSR SN LC HL MBE SRC 
(CuS) & SM (FeS2) と に 分 離し 去る と と , HOMME DBA Ic ide & TARE 
で ある 。 こ の 開 係 は 


2 Cu,S+CuFeS, + 35 = 5 CuS + Fes, 
DESO SAH 硫黄 ET 


な る 式 で 表 は され る 。 
以上 メル キン , BY NM FRR L, シェ ワル ツ 氏 の 結果 を 線 合 する に 


(I) SREMHE & BRM & LESS (455mm) FCHICHLS 7H O WE. 


tainly 


4 


| 


Hie L, TORS YOUMMAMMOMRE RDS, KOAMICI BO LIE 


IZ, 925° へ 550°C ICC IH ICE 44 LAB BMS, 550°C LEO (EC, 
TZ OPERAS F CHIC KGSIC MET B 0 

(2) HESHMEFE > PROBE CITE, IRAE CHE 550°C 以下 で も 分 解せ 
SF, 475C ま で は その まま いで ある が , WF ICM TIABESME L, THEA < 
HOMME & OETA ICBES% 
介し シュ ソル ツ 紅 の 言 ふ よう に , TAS OMME MN ODED ZHAO bo 


\ 
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が , 475°C 以上 で は 同 深 職 を 成す か 等 か は , メル キン 氏 等 の 筑 験 か ら 見 て 
天 門 で あり , ま た それ ら の 制 合 に よ つ て は , と れ よ り 一 記 低 い 油 度 で も 溶解 
| 或 は 分 烈 を 來 し 得る 利 で ある 。 


CALICBA LCA TNS IE, BN An bY OF O— BC, WHAT E 


ARCA, 30 日 間 220°C に 熱し た 結果 , ORM PRC TED O 
酸化 鐵 を 分 離し , SOA RBASBESMTED Fe DM FARIC EM DILAZTEBMO 


Fo TAUIERLE ¢ 


75% JAMES, TAGGED SL, BE SAR & HERE & AE, 後者 が 更に 酸化 し た 


結果 で あつ て , dy \ SF (CHEMO AGF (LFF OMIM ICME BAL, HO ZO 
BEABAIVO CIBAT BC, VBE O ASIC £ LY LES. 


BEGADH (Cu,FeS,) & #82898 (Cu,S) 
と れ ま た な 硫黄 の 存在 た 於 て , 或 る 程度 以上 の 高温 に 保 て は , TOHHOD 
ら ゆ る 組成 の 周 溶 農 を 生じ , 低温 に 於 て は 分 烈 す る 。 若 し 高 源 に 生じ た も 


の を も, MAH ICHIPTIULTO ¥ PRY, MRICME CHR HEE OPED, 
FC, CO—FEMBFIRICMET So PINE AVY, BY NFRD 


eee Avie Cu: Fe=11:1, BS 2 Cu;FeS,+6Cu,S に 相 営 する も の 


ae 150°C で は 勿論 , ro0°C に 8 日 問 で も 匂 化 が な い が , Cu: Fe=6:1, 


印 ち 2 Cu;FeS』 十 CusS に 営 る る の で は , 80'C I AUC RGIC BE SWE LT 


ALTA C BESTE O HEF ICTS 0 


COBBLE Fev nV VIRVIIC KOT bie GAL, PEI REMHE 85, HE 
Ca 15% か ら 成 る モン タナ 州 Butte 産 銅 確 を , 28 時 間 225°C IC FAL, 
と れ を 委 冷 せる に 均質 な 周 溶 農 を 得 , それ を 更に 300°C に 有 熱し た 後 , 69 時 
問 で 60°C まで 徐 冷 し た 結果 , DENTE RATE LOU AD eT KIC 


1) H. Borchert, Chemie d. Erde, 9, 1934, 145. 
2) H. E. Merwin and R. H, Lombard, Econ. Geol. 32, 1937, 203. 


' 3) G.M. Schwartz, Econ. Geol. 26, 1931, 186. 
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BRST EAS, 別に 載 鋼 40, BEEN 60% db KS 7 Y XII Globe iz 
銅座 を 200°C (C34 L, 60 時 間 ICPRAAE % (C, BREWDK % Eva < BESTE ORK 


y 
< A. 
aes 


& 


IKFEAERS %& ERS X50 D , MGDRIE AL 175°C ICRC, IC PARE BL " 


を 羽 以 下 に 於 て は その うち 多い 方 の 一 方 が , te F ik を 成 し て 分 離す る も の 
tit TIS, : 

COBO MERE AIRC EES 3B GOR IC GE 見 出さ れる 所 で ある が , こ 
ALITA L TP SK Ue (LPO Te IC HIBEIKIC Elva a 7e } OD, Bl se Hak 
BEIABEHEMMIRIEAS C, SA Bk TAL E— HBS tet LEV, GHLT YH 
KIC BLES, WORF LAPT ZORTCH SZ, 

TASHA (CuFe.S.) & Fy lb XIVATE 

REM (cubanite) と は 1843 年 ブラ イト ハウ ツア プ ト 氏 り に ょ つて DIG PEM 
物 に 興 へ られ た 名 稀 で , 同 確 物 は 比重 4.026-~4.042, BEBE 5, VERE MLIK 
量 し , 等 還 品 系 式 澤 義 を 有 し , 分 析 の 結果 は CuFe2S。 に 相 営 する 。 そ の 後 
1873 年 , 同種 の も の は クリ ー ツ 氏 9 に より 瑞 典 か ら も 磁 見 せら れ た 。 

も し か る に LOR 1902 年 ,) プラ ジル の . Morro Velho Ril AE HEP, BR 

SR o> nS FL HY され , CALIC AAS { BEAT RA, 7 Fy 7 RD な こと 
. IPED ED, FH 7 RN AYE (chalmersite) と 命名 し た 。 こ と Wn % 
その 後 分 析 の 結果 に LOT, CuFe2S。 と 知ら Mews, RWIETE 2 @ id FA (xk 
別に 願 み BMS, 1907 年 パラ チェ 氏 り の 研究 に より , a:b: c=0.5725:1: 
0.9637 な る 符 方 品 系 の も の と 知ら れ な た 。 


越え て I9r2 年 ,) ク ラッ プス , Va-vY YR, TF 2 ATER Prince 7 


Williams Sound 附近 調 相 中 , ALSO SIME EIER LL, Pav vv rR) 
OMAR (ARS, 比重 , 硬 度 , 磁性 , ON PETTSS, 本 部 チャ ラ 


1) Breithaupt, Pogg. Ann. 59, 1843, 325; 64, 1845, 280~ 

2) P.I. Cleve, Geol. Fér. Forh. Ll, 1873, 105. 

3) E.Hussak, Centr. f. Min, 1902, 61; 1906, 322. 

4) C. Palache, Am. J.°Sci., 24, 1907, 255. 

5) S.R.Clapps and B. L. Johnson, U. 8. Geol. Surv, Bull. 542, 1913, 101, 
6) B.L. Johnson, Econ. Geol. 12, 1917, 519. 


$39 ーー : a a: nS - 本 39(39) 


AN ABC —-BL, FeS FA LN 産 チ ャ ラメ ルス 確 が , BGP WR LFS ML 


TelICRL, FF AAHOPOIRCHN EATS MICH TC, HCH ICHMT 2 


7S THB, LIALEORAN HY, BYNRKP, Fob YER, FIL 
NVA x 7 AX AMILE BPI LATS EIMY, その 性 質 が 先 に 知ら れ な た 
玖 環 確 と 一 致す る を 確か め , チャ ル メ ルス 確 ま た 玖 環 訪 に 外 な ら ぬ と と を 
NEE eS ts 3 
AR DR(CuFe,S,) & Sep (CuFeS,) 

SAHBHE (cubanite) bt Zo AL LTR 2 RRMESEMIE 2 o> HPLC fe L 


CuFe,s,=-CuFeS,- FeS 
SALW Be RON 


な る 開 係 に あり , E7eTOiihas a: bd: c= 0.5725 : 1: 0.9637 は , BT RABE 
patio 0.5760 : 1: 0.9524 と , BAF PESH MEDINA 0.5822 : エ : 0.970r の 中 
聞 に 位 す る 。 そ の 組成 上 黄銅 と 磁 硫 鐵 叶 と の 固 溶 購 か と 疑 は れる が , BEG 
礁 と は 明か に その 品 系 を 異 に し , FEO XMPRBL LE KHOTHS. 
し か し な が ら , VEY, RYN PAGE CHUL, TOME BEBO 


BESO TEE O FIC» EGULIC SC IR GE IC HRS HH IC ELVA ee L(G a 
), CuS と FeS と の 混合 物 か ら 合 成 さ れる 。 但 し その うち 純粋 の 


ayy 


HAHEI (CuFe.S,) に 相 党 する 組成 の も の は , 455mm の 硫黄 厄 で は , 750°C 
際 近 に 於 て の み 生 じ , 沿 度 が それ より 上 昇 或 は 下降 すれ , (EBL Hb Ea 
鐵 夫 と し て 分 離し , それ だ け 銅 の 割合 を 加 へ て , 黄銅 臣 に 近い 固 溶 購 と な 
る 。 3 
凍 ち 高温 度 に 於 て は , 玖 瑠 礁 は 黄銅 忠 中 の 固 溶 騰 と し て の み 存 在 し , 硫 黄 
礎 下 に 更に 温度 が 低下 すれ ば , 黄 鋼 忠 の 場合 に 輝 べ た と 同じ 順序 で , 始め は 
TEAGUE, 談 に は に 黄 鐵 貴 を 分 離し , 途 に は 條 く 黄 鐵 忠 と 銅 臣 と に 分 解 し , 


1) H.E.Merwin, R. H. Lombard and E. T. Allen, Amer. Miner. 8, 1923, 135. 


2) FeO LL ERATE aN > TUE Te MB or ABET eR as, その や \ Sp HE L AEB alk HS 
し くく と れ を 有する と と, 筆者 の 親 侍 し た と と ろ で ある 。 : 

3) G.M. Schwartz, Econ. Geol. 22, 1924, 44. 

4) H.E. Merwin and R. H. Lombard, op. cit. 
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本 40(40) “AR hy RB & 


zt 


PLOW & L-cCrbteHe Ln. 


CuFe,S, + S, > CuS + 2 FeS。 = 
Dalla CE ae 


he 


し か し な が ら 惹 し も 前 記 の 黄銅 忠 と 玖 環 確 と の 中 間 に 位 す る 組成 の 固 溶 


能 を 眞 宏 中 で 冷却 すれ ば , その まい 或 る 温度 まで 下り , SC CEM E ORME 


有 物 の 平行 帯 駄 に 分 烈 す る 。 例 へ ば メル キン 氏 等 に よれ ば , Cu: Fe= ェ : 13, | 
(0% 2CuFeS,+CuFe,S, に 相 営 する 固 溶 農 は , と れ を 400°C に ェ 時 間 保 


て ば , WSAME L PUEDE & OMVIKILALHG & Te Bo 

COAL MIE ALWIL, PR ICHY TO FANGVEO the) PAI Te PE MARTE C, Be 
BLICIAC 8 SER ASHE FIRE ILL (CEE BCL BNE) SIIB 0c HR fa “C 
LC LIA, HEBER ISR?) (REAL He TNE TOLL PRSMEH IC ie LT) PR teh dpe 
近 と れ を 日 立 確 山 入 四 間 産 確 石 等 か ら も 見 出さ れ て ゐる 由 で ある 。 そ の 他 
AY A FY MW CHL, PEMMOMO, 高 油性 鉛 碑 笠 に 極め て 屋 々 見 出さ 
WThHSo 

YaINYRIL BZ =2- 2% ¥Y aN Fierro FED FIC COMO 
JERE LHL, Z AL ALAANC 650°C CAML Fe BML, 1000 億 の 題 
WBEP CINLIG—CTH ST LE KINY, WIC X PRM IC, COMERTASTEEN GR IC 
一 致す る と と を 知り , T OPABE CIR PATE HE AS HOHE GH HE IC PARR ee 
と と を 確か め , を れ を 更に 450°C に 保つ て 後 稚 冷 せる に , 再び THEME LA 
環 忠 と の 共生 幡 に 分 れる と と を 知 つ た 。 と の 際 400°C に 於 て は , 1 週間 保 
つて な ほ 固 浴 角 を 成す 形跡 が な く , 同 深 剛 を 成す の は 450°C 以上 に 限ら ち れ , 
それ 以下 の 温度 で は 山 者 に 分 裂 す る と と を 明か に し た 。( 未 完 ) 


1) PEA WAR, AM, 18, 1937, 10. 
2) PEE AG, Ye, 24, 1940, 183. 
3) G.M. Schwartz, Econ. Geol. 22, 1927, 44, 
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Fie 報 


SBR AME 吉津 叔 長 に は 今 疫 下記 に 御 峠 住 遊ば さる 。 
東京 市 浦田 屋 女 上 孝 町 2 丁目 17 番地 の 1 
PABA WHITKAT AG GME, Plc PROB ALEK Y, 
Ae SL | STRAP SEED A BERT 
OR A OPA AGE A A A a Ay 


jek 2:8 同 hs 
kL =e 同 ds 


小野 寺 清 兵衛 君 。 訪 岡 市 渡邊 通 豆 丁目 

ACSA GAPE EAMG ER «ACO AE 

SZ 8 RA 大 阪 府 豊 能 郡 中 購 島 村 池 服部 20 

鈴鹿 ie Hk IRI 

mA WHR AGRE TCO a PE EA HE 

高橋 2 ba Ib eR sy 

EUR ERA 同 ad 

RA BEA TRIRCA KWAY ; 

堀内 RAB AGT Be Ap Bas 

RH Re fA ake 

SAUCRA Bik MAE EIR KE ASAE 16 

EMSRS Ni RAMA can TMA ORMROML. 11 月 9 日 午 
BU 11 Wee, WURZS Ae ORR FE OR, EPS EL RO REAL © 3388 BIZ AY , 動議 
KLOCREAY EK, 委員 長 の 推 魔 に より , ERIC MER, BIEFEIC ESE - 
” 郎 博 士 を 類 は すこ と と な りみ , PRIS, BAMA OM, SILO GTS 
者 あり 9, HSI FHOBRAK SAR AICHT O aE IC MIC AD, 岩 生 周一 氏 の 
“5 BEA RARO RA Chet kd >, ARR AK Ao ~ 21 VARI 
PRU Z DO BLANCZER SUSE BAO RA kIT BS % RE AD (hybridi- 
zation in hydrothermal stage) CLA LA HA ChHBLARAO “iA THEOD 
RE © EL ANCAP Te ST LR” の 講演 に 移り , (1) Mi FIC AIT SAD 
WOK & eH EEA, (2) BA OBI kD 7E tes ACV EAD, (3) aE Be IK LS 
cummingtonite 化 作 用 の 三 段 に 分 つて 評論 せら れる 。 
Ric toe EG, “山陰 並 に 北九州 の olivine-basalt に 伴 な ふ tholeiite に 於 ける 混 


本 42(42) 2A RR eB 線 42 


+. 


成 作 用 の 問題 ” 2 ime 51, 後者 は 前 者 と 他 の 岩石 Ors Ot Hm ot, こ 
れ に CH—H を 終る 。 : 


my : J ; UR 


ご 者 


4410 日 午前 9 時 再開 , 鈴 木 醒 氏 は “ALE RCTS SURREY 59 TIC AEC” 


KER EMA ESD ILL Ai WOR RAK AA O ABD YK Ale 過ぎ ざる を 論 ぜ 
られ , その 一 部 た る “WE H OUL BUC HEC HBS © FF hd 0, この 時 
ERBRRBA L OREO WMO ICR Bates OPER SO, KY 1 IS 
WO RAGAO SL, PALL, 笑 人 それ ぞ れ 抱く と ころ の 意見 に 就 て , 相互 の 理 
(RAPE D7 DE, 坪井 誠太郎 氏 の “岩石 に 於 ける 温 成 作用 の 議 問 題 " に 関す る 講演 あ 
り , magma と solid rock と の coorporation は その process の 如何 に 拘ら ず VRE 
A LRN Lt OFF REICH E 0, COBMOPRIKEO, BART Ot SMH 
FED BAPE VIA L, FEA OPED EMO RII SICA his SM wie DAL, 
初 鹿 野 , WR 73K, TEBE APD 5S. CIVIC TH HIO MR KE TICE L, gt 
PDE AE LY , PRR OREM AS S05 , ICRI TTTI & SEIS LY, (EAE, X PRE 
DATS 4 HOC — JA BRTGNE D WEBEL HIE? BALK O 0 ‘ : 
466 1 IRS REGIST, POR REE LOKI ABO es 7) AIRE” SRA EB 
Ly SOLEIL 0 CHES NE SROMME RHEL, 山田 久夫 兵 “FI OB 
BEANS SLS S SULREAIC ETS $s HR” LE LCT 794} AARNE © WIS 
SHY 7 HN ADAH MOUR HH bo aes 
COWHER GORD, PML HE, FH 4 BEL O Ric Me, BRO 
“FR SFE a IC BE CT? O-RING & , BUREN Ak TS FEE 
TEAR & WEAR Be AE” IBS SEARO BEAT SAAR Y TAIL S BEERS, 
WIL} COP CAUCE SEMA MDS ONS MEDS. 


D< CH BNE HS ET, 夕食 を 共に し つい 更に 次 談 を 貫 け , HEARS SLO PAE 


BAe TET UO (PEEKED) o 


Fw 
NA A EE RE 6 RE A he 


- 


抄 


fe 1(43) 


8% 


~~ 


eee 


RMSE EES 


6808, KARICREC ZIRE 

Wee Hk? YY RAW (Mg,Si,O4 
(OH ,H,O) 及び アテ アン チラ イト (Me, 
S40,。(O 了 EE)。) に 分 類 さ れ , 一 般 に 前 者 
[LMMEO , RAHI BEITIR © Se SARL L 
CHET WAT GUN BL a Lem Ke 


RFE D VY RAN, 長崎 REE RB 


RBSET YF PAA b RUM AIS 
ET vy FTI POXMMRA ALY HY 
REX S HATH ls] Bei (A) © VE DUA & BB BE & SE 
REV, (MWAH, 49, 403~404, 昭 17) 


- (KB) 


6809, Nadap ZEB LARGO HSE 
Erdélyi, J. 

MFA Nadap の 花 局 岩 と 安山岩 の 接 
WRRIC ES SH BRU IRR CHES IB 
IE Vo 

重 品 右 は 大 さき 0.15 へ 5 Fic し て c(001) 
KBURO ith t2V 次 の 譜 面 を 認め た 
Y, 2 (100), c(001), m(110), 2(210), 
7 (320), u(101), a (102), D (302), 
9。(827)。 但 し 9。 ik Bik AIC LM 

AGATE DEIR BL, A 1~5 BIC 
LT, c(0001),r(1011),e(01 12) ,N(0554), 
a(1120), n (2243), 2(2241), x(1232) の 
譜面 より 成る , (Foldtani Kézlény 69, 
290~296, 1939) (KAI 
6810, ERGORE Maklari, L. 


fg FACING BEA BO Aste B EME 


「 次 の 如 し 。 


Dognacska 一 紫水 上 品 を BALE a 100), 
b(010),c(001),m (110),0(011),u(101) 
Bud (102) k VRS, 

Naudras— 2i$f] MEL BEPEL, c(001), 
m(1!0), 0(011) kw d(102) & VRS, 

Nagybanya—jx ik Menke LT, a(100), 
b (010) ,c (001), 0(011), u(101), 4(102), 
1(104) ,W (108) ,m(110),A(210), (320) 
z(111), (112), k(118) RUS y (122) & y 
成る 。 

Borpatak—-#2 4 © & fh Al & 
産 し , a(100), b(010), c(001), o(011), 
u(101),d (102) ,1(104) ,w (106) ,m(110), 
A(210),n(120),x (130) ,» (320) , (430), 
z(111), y(122), (112) 及び £(113).0 #e 
面 が 認め らち られ た り 。 Sect 
, {hic Exzsébetbanya, Boica, Aranyos- 


2 


banya, Nagyag,Esztergom, Beregszasz, 
Oradna 及び Gy6ngy6soroszi 産 た 就き 
TLUN<K VY, 

RICH ih A se t AHI OB Re Sd 
る た, 以下 に 示す が 如 し 。 

I. MIRA Pay) [100] [010], 重 
nA HMO bor Y, 


AA th ore ie ST A 
rine aig > RM a F 


Ila RU IIb 人 金属 型 Phy, [010] 
Ila 


‘ps 

ee seo 
BP > Fi PROG Zepngn EA A BE 

ri ONO 


$b 2(44) 
IIb 
AOR Hs 
pune 9h > > a > 
~ ADR BAR 方 解 石 
Illa 及び IIIb 疫 酸 忠 型 
IIIa 
Hea, SALA 
I tah Fike >EBA 
; Sela BER vane 
IIIb 
AA 
Awa  —> BRA 
aaa RT 
IV. 等 軸 様 型 Ioot,11o[110] 
UO 
ois ihe eee ara 
AR 英 - 一 Sik A 
ae IRA 
Va HEGRE Php, [0101 [001] [011] 
~ Taek A 
Vb HELM = PPog1 [010] 
Hi 
方 鉛 aR 石英 ST 、 AB 
pe Wig ABA 
neo 


VI Ac #) Aidk A fh th tego 
も の な す 。 
ASR 一 一 > TA 
WAE G 


AY 

(Math. u. naturwiss. Anz.d. Ung. Akad. 
59, 643~672, 1940) [大 森 〕 
6811, MERS656%H4 Anderson, 
B. W. 

Ceylon 産 の 稀有 な る Zn Avi Arc RR 
き 衣 載せ V CORik Alt Wy He AL, 
fA n=1.7465, 比重 G=3.967 に し 
Ct, Ki AO n=1.7432 BRU G=3,947 
LUMAR Vo AMMAR & SIC 


RAR Be B 


gahnite(ZnAl,O,) & spinel (MgA1,O,) 


細 44 


Al,0,=63.21%, FeO=1.93, MgO = 
16.78, ZnO=18.21 #f 100-13 に し て , 


Ola Hite S と の 種 
Arh Blk 300 個 の Ceylon 産 青 7 Ri A 
Haare 4 IS We SO ARTE Vo 
(The Gemmologist 7, 87, 1938) {大森 〕 
6812, Near-Polar Ural KAU 4B 
Beliakov, M. F. 

PEAY 7 LIA KIA AAMAS Y 
し も =1936 へ ~39 年 の 調査 に ょ り Near- 
Polar Ural の Narodnaya 山 附 近 の 花 


gahnospinel な り Y 。 


D PEM R ICE AO ELT SR BBE VU, 
COR AO Az KIL BOI) © seis TBE 
CAE fd BIEL Y BORIC CHTle 
れ た を り 。 ぐ その 物理 性 は 次 の 如 し 。 
a 1.678, B 1.685, y 1.689, G 3.33~3.35 
その 結晶 の 大 さき は 6.5cm に に も RE, (6H 
SMO RRILK ONL 6 
SiO, 42.60, TiO, 0.08, Al,O, 17.04, 
Feg0。 0.47, FeO 7.56, MnO 3.52, MgO 
1.84, CaO 19.28, K,O none, Nag0 0.42, 
Ig. Loss 1.04, H,O— 0.36, B,Oy 5.43 
at 99.64%. THE Y BIS 3 EK 
(ai H (Fe’”,Mn,Mg) Ca,Al,BSi,0,,, 但 


EA ee Alcea sibbly wid 2b 
EE Fae ee aa OL See Se ey 


i 


RUSLDEA IC & USES STUB WAR EE 


4 


- 


L. Fe’: Mn: Mg=2:1:1 £% 5 


MICRA CaO #ARILM—ZICLT 
FeO, MgO, MnO: a4 Hic BAGS 3% 
の SMMS (Comp. Rend. Acad. Sci. 
URSS, 28, 158~159, 1940)( 4) 


+4 7 BB Yk | 
6878, BRMEKCREFSEABAOBWe 


oS eae  p 


o ey 抄 8(45) 


Emmons, R. C. 

KO SAH ROM A (1) マグ マタ イ 
BETTI 4 POM BHM, (2) MERE IC 
より 平均 に た 分布 すべ きも の と 考 へ ちら る ト 
PBK RAAB LMBICERS Se 
と ,(3) 混 生 現象 の 行 は れ た を る 所 た に 於 て は 
FFTFAV,FFITILAT ERT =< RB 
A b ERE AS BESET, (4) FEM BEER O 
perme kv ARB SAT, (5) Fenner & 
KAI CITE BE Bick v, 
fa i PRPERHE GRU BREE LY REEL 
BOY 2GONP SRA PEM 3-9 (6) # 
Hee & AST 6 RE Als AR IC RAE 
BEBO 5. Z#ORWRLESM 
Site XB HBLEN Te LE SEO ORR, 
BILD A TSED & FT ~ SBIR 
Y #451 Rite Vg Hb Bowenn 
(MW BIRO Ha 作用 の 際 , Rah tH 
LOZMILHL Hr SomeeAt. 1h 
Lt OREM ICES TIL BRE Ia EN te 
Yo CORBA ES IR Hs & BE れ ば , 特 に 
MOF AOWIE, DEE Ic kK VHS 
MEA EE HIE, REL 等 の 作用 に ょ よ 
り , 液 相 と 固 相 と は 分 列 し , そ の 各々 より 
大 い K に 暴れ れる 岩石 を 生成 する も ゃ の と 考 


| Nb Sb, BH COBMKEUMAOB 


WIA HBSS IC LS SLR EBB, 地 
RICE, KKAOBs MHL Zk 


LY RA, EIR OH HE (hic 及ぼす | 


Bee At V, (Am. J. Sci. 288, 1~ 

21, 1940) CAAJ 

6814, Lovozero Tundras に 於 ける 

loparite を 有する 岩石 Zclenkov,I.V. 
Kola 42)8; Lovozero Tundras 地方 の 


RANE AAMT ic lk Loparite を 合 有 す 。 
ASSWAG © 22 FISUL HEAR ICS 7 2B BRAS I 


—ONMFX UN BS, 7F AVERY ve bee 


より な る 。 この 中 特に 注目 すべ き は ウル 
ト 岸 た し て 厚 さ 2~30m KRU 10~20° 
の 傾斜 を な す 。 本 上 央 の 下部 に は loparite'! 
EGAEMALER. KHOR 
kB, = FAA, Tr HY FRING, lopa- 
rite 加里 長石 に し て 他 に = ウッ ディ アル 
A, 星 工 石 等 を 副 成 分 と す 。 loparite は 不 - 
規則 形 な 斑 品 を な を ど , ARC RA te S 
WAH, HPO ARI EBD BF, 
大 さ は 021mm に し て , そ の 量 は 最も 
多き も の に て 3 へ ~4% な Y。 (Comp. 
Rend. Acad. Sci. URSS, 28, 151~152, 
1940) (AAS 


6815, カリ ホル ニヤ Wasco RVentura 


Ok Riza OMRER J.B. Lyons. 

カリ ホル = ヤ Wasco に 存在 せる 世界 
最深 の 油井 (15.004f) we HS SB ak Wee 
DPE © eH, 550001b/inch2 oR 
145°C © jRBE 2S EEO ak hk # Ic PEWS } 
b MRE OBBL Ct, カオ リン の 再 
結 品 を 見 た る に 過ぎ ざり じ 事 が 明 と な り , 
EicRDV Ayn = + Ventura Basin kk jis 
O SRR AkASIK HY Cd MART L 
LUPE HIRE, CUE, BR Ae Ae 
る の みか な り 。 其 様 な 結果 か ら み て 或 る 新 
ZEA MGIC HV Cit HV SARE SA 
LK SGREHAT S40 LB~5G, 
(Jour. Geol. 48, 4836~443, 1940) Cg IF) 
6816, BBBOMBRBAICHC BIbit 
AHS — [Ys PS Fs A AS 

昭和 16 B2Ak Y3AKchS FER - 


抄 4(46) 


HH RR Be 


1 APO Mc Hish kb Ab TAB— 
TNS: Ba ES 2 GG AR PB St PEED SRG CL 
TC, PE PWEH, th LMA, BAB 
Pa AT EHS, 地理 富田 Wy Be SIC KY Bhi 
成 を られ を たり > 

PC FUS HG I D HEL Vc HRC UMS B ICM 
VA PERRIC L CIC HEEB Is OZ HBC ELV 
CHAANKSRORL, ROK AMM 
Opes ic Heeb UCB SNES 
LOALMICABAL CHINES LOS 
{ Chi PWR e TIE FSR VAD 
IKE URES LOBV WERMAO 
2S UB PD IC BL SD AEA K v Pek 
To 

YEE ES OD ALBIS KIA Ks ED Kaas 
KCK VU CHE BBV ba OMA I 
Wie LBL TEM AO BEM L CTS 
CHEK) CHP Ne SAKKAME Si 
KBE, tise BK AMORMS <, 
AD IRREKRYD CMH UV, hii 
BAG, BBB, SAE ins, 
PU IENLE, PURI TE Hd SEI BBY L 
GS. ZEORKKEKEB LTS LOD 
り CL OMA RBH te 0. WE OBE 
WILE D AAR IL AEMMBO BA & Bets 
SEHD Vo HE ICIS ARR (ARERDR) 及 
O FS (MIE) © MOBLAR RR & the & Lc 
AGH CPEB Se CHIC MBS Sis LO 
PES SMEICIRAT SBS Lo RICA 
ERBR OU ¢ (RAGED LE pCORD & (LEAR 
RIC OP\L IAS 3 Prte 0, rhea 
FEMA & OBEMEBIT ELD B AU Hid-2 OB He 
PRI IL A RRO NO HERES 
多 し 。 基 種類 は ARR, New, A 


BLE, OH, RAEN, EBRD Vy 


RICE EMH AU BRM OZ & lithic 
(tEAM, BH We MARTE DD © BS 
し 得る 望 あ り 。 例 へ ば 那 大 市 , 和合 及び 
HACE IC 1 ORBEA Bi 72 YB 
存在 す 。 谷 今回 の 調査 に より て 知り 得 た 
る 範 園内 に た て は 海南 島 に 石油 及び 優良 な 
SBE BALES BALDY Lo 
(BEALS ACD LB hE AS, 昭 17 年 4 
月 )[ 人 竹内 


&2#Rhk EB 


6817, SABEANLDPBRAAR W 
fEAX EDS, 伊澤 正定 , SARS Jv, Mi 
He, MI BE a 
MMPS 6 ar } HE TB 
A (mangan Wad) に 類する も の に し 
CO =ENS (a hh HE RIC LC aan be 
0.3% BEGAT. AMTRAK O Hh 
KILL ARIC LCR WMS DIRIC Ev BE 
eb S ARAL E V we Y Haste EIS RS 
{5 DG e Fe L LB DR & 283.5 % OIE L 
CHAR AA リン を 混 ず る る の な り 。 分 
BAER SiO, 64.72, MnO 14.38, Fe。03 
7.12, Al,055.26, BaCO, 1.60, Cu0 0.05, 
NiO.0.06, CoO 0.30, MgO0.23, Ig. Loss 
6.29 te), ABR 500°~700°C 2 時 間 
HEBIC KD 5% 稀 硫 酸 を 以 て 混 出 し 硫 
(CHEE DW CHE La Se be MEL 
RICK UBL aNn bt LSBEL 
て 金属 コバ ルト を 生成 する を 得 。Co 回 
Was 80% 日 本 特許 148377 HEC FS %O 
な うり 。 RADHA REP BR, 1, 1~50, 昭 
17) FAI 


I 


線 47 ‘ p 


Sk _  5(47) 


| 6818, PFHEERRORR(CSE 
«WER 2 ORR) 


AHH 6810 25a, 
6819, HBS AES 
AE dE LL CBR UL PEI A 
PRa> SB BCR PERE, Mee, PRG SEIC BARS 
bNESEXO s Ra, 著者, 掲載 誌 名 , 年 


ASEERE SLORY, ORLA 


Praeszy, 1, 51~134, 昭 17) (47) 
AwBK S&S 
6820, FERERMICH SRBEMD 


—OMTRTIC & SHE SHR IC 


て HF Hwee 
土壌 中 に 含有 を さら る ト ょ 敵 化 水素 を 検出 


LHW © Berk EIR ARNE ERIE 


ERXSZULOKLT, He ZAMS 


ma [2Aa2y) PARKERS EE 


LC, 4) SiR, 7) WAR IR, >) le 
WLU We FLL BE WE eT, =) ASRS, KV 
WV, ARELIC HK SB SP Pp AED a AER & 
PL> T 800°C~900°C Ic 燃焼 を そし あめ 含 敵 
SICH LV AS S RAAB ICI & 0.0075N 
Ong PETS BEV IC We LD, Me BBE? 
FES BE SALE Heike LD CH RRM BT 
SPIRE 9 AHIR e HR S Hh AH 


_ Tepe LR BUS (ERO Ke), BB W)I, 


ERIE re (DEBE HE SUS (HH EU 
Jee) ] , Reeser is (4 BRE RK ECD) , FP 
(DRUK AO HIE), Hi 7 AE (DE 
2), RE (A RUD BOE. 
if) 7 WE (DH RU BS), 大 田代 居 
(AERU Oe), AER EL CH 
HCL CHES 5 MPRA BT 


Fay 3m AYP ORB ic L CH 


続 の 演 砂 中 た あり 。 試験 の 結果 と し て , 
(1) EE © JC BRE BFF 0.3~0.5% の 
CO, EAA LARD CO, Ic HBL 
PRT ICE, TS RS ATIC WR ES LT 
存在 せる CO, EAM MB IK DS SHYDM 
PEI EO HMB © UN IC (KV HBAS } 
LHL, (2)* 2 YOR RBM 
CHy! CO, (ib BAT RMSE 
BAB D AT BO 3QIMIc TE LEP L HI1.3% 
WhORIBE BAS S ICMIC XZ vy a FF 
FET > (3) % F VIELMO MRE We S 
KES, BES & ASAT ICH SE, 
FSAOHSAMCRS RY RIT 
る 事 困 難 な り 。 (4) FARO BEBE IC DST , 
RIB AW Lt SHAKE AARC CT 


JEP RV RA RY MEO BIBT 


0.1% WARD x R/C MBE FS BB 
KREBS SLUBANTS HO CHR 
試料 探 取 方 法 の 改善 を られ ざる 限り 滴 足 
THERE LBL S. (AME BE is, 
10, 34~46, #8 17) C2g9F) 


5: Se it FG 


6821, KERRI k SHEE MOALAY 
生成 Norton, F. H. 

Percolating Type reaction chamber 
LAAT S ERMC kV CO, & HtrHok 
Lym 3 7 FERRUADE & OE DUBE RU 
CO, IR D Fic C 230 WEE] HES LB, bk 
ERY), AE BOR LB 2 Us Ee Me PP © BA 
FRE GE V o 

HRALVOARHMEARAEEY 
EVATA pPMlEnt F744 PEL, 
300°C, 2501bs/in* CO, MR( LA PIB Ate 


抄 6(48) 


#78 Be OR OR A 


t ; 


れ の 場合 も reaction chamber % #24 
SRIICAG SL 2ORAERT)OL 
& MLR AIK LT 30% ty, Ee 
4B lk HEME Zee Te SHR IC LC MMA te 
SURE FICES CR % DO BE (LIE FER XH 
Fo 

震 石 は 300°C, 5001bs/in? CO, IE® と 
き 100% OIRABMLE RL , 生成 物 は 絹 
BH 25% 及び ギ プ サ イト 75% な り 。 
他 の 條 件 下 に 訟 て は PBL BO WAL , 
XD HER BSS Held bah © GREET LIC HST 
1d HENRI ARIK LC EL OBER TE © sO fag 
SCLIVUA CHALLIS 
BITE , 
ERALY OAM tPA LT 
FASE He tet 300°C, 5001bs/in2CO, 
Hic bl CL OMO BS hts 80% HV, 
DY THEA © SEEM OF Ia Min ic Le LCi 
be MEIC Y TOARDY Metric k 
YVAFRRVC,ZOBUSLOIEA 
Be SWE, EY EVA Ab, カオリ テイ 
ト , ディ カイ オト, ペイ デラ テラ イト 等 な 9 
その 最大 匂 化 を 示す 條 件 な 300°C 附近 
OBE L CIB © Pelt 4A ET BEC, 
化 百分比 は 石英 30%~10%, モン モリ 
オナ チ ナイト, カオリ テイト 及び ディ カイ ト 
70% へ ~90% tev, 

族長 石 は モン モリ オチ テイ ト 又 は バイ デ 
ライ ト を 生成 し , 300°C, 500lbs/in2CO。 
RIC THRE 70% 0 BMLERTS 
BRA a, 4G, ) vy 7 Bee, RE 


AB, RUG T bh, AAV IA b HUG, KR 


i A, KDR AE CD & [a] HED TE Re FF 


48 


ERA, RAS 4}, BAEC BN EL 


Pete 5 ERE S DL CHM, DRAB, UNE 


と 反 應 せしめ た る 結果 を も 表示 せり 。 
VEO R RL ROME Fe Mi Ze HS 
Vo 1) Mb rx s 7 ERM & HCO, 
BOK AHO PME Ik fl 1 O PRICK HS TR 
300°C, 5001bs/in? CO, Mtr } HE Pt: ME 
KR CRKBMLERL, その 條 件 より 高 


HBR (LR GE BC ah HABE Rk BID 


Jpn & JEM GAL TRBE (LID LB S PRBEX 
SRZ LM LBL eS, 2) RL 
物 は 多く の 場合 一 種 な る る も 若 王 の 條 件 下 


で は 三種 の 銘 物 が 同時 に 生成 する と と あぁ 


Yo 3) HMR © BZ HE ik TO CH CO, Hh 
IRV EV % D RMEBE/D Te 0 4) BORD 
ORE COMM ICREN ST AA 
VOBKUMIULGBL, TA HIS BRKT 


3 WRB 252 te V (Am. Mineral., 26, 


1~17, 1941) (ARig3 


= 科 


6791, Rik, RAMRO BX AMMICRI 
る 海水 の Ra 含有 量 AHL 
黄海 , 束 支那 海 及び 南 支 那 海 に 豆 り 13 


参 


=) 


ヶ所 の 海面 より 海水 試料 EEMEL, CO 


各々 に つき ラ ヂ ッ ウム 谷 有 量 の 測定 を 行 へ 
Vy % ORI 0.04 0.15 x 1012g 
Ra/1 た し て 黄海 及び 揚子江 口 た 最も 多 
( , SCE, OT IME ICL DL UE 


水中 の Ra GARI ALS UBER 


ST LENG BS TRE OME SS 
KAIF IT ARPA & RRO Bit hich 
OR FICS S CLM, (ELH 
#e3k, 9, 1114120, 1939) (AAI 


= tee % 


fb 7 (49) 


* Se > oe 
6888, 外人 金剛 温井 温泉 に 就 て HR, ho wet RiA ee pH gic LD 
a Si NF, CV IC LAER Y FS BEL & HE YS 


BME TT. (GEL RBG eB TG A IE EE I 
Sti SF SUR, RIFF MU ICM Sk 
78, pH 及び CIV 量 を , 叉 或 る も の に 就き 
て は 更に ラ ヂ ウ ム ぇ 量 及び ラ ど ン 量 を も 測 
WL, RtHE OREO BF fh] 的 匂 化 等 の 
諸事 綿 を 連 疫 せしめ あめ, 本 地域 た 於 ける 地 
PB ttvk LAO MARES TY, 

EDS 8 1 HHEAREIS BH FE PA, AA ESE 
© YH Ft7kZ 1c BBL HRI 45°C~42°C に 
L CH8 HIRI LT, pH は 8.7 へ 8.5, ラ 
py Hlé 15.68 mache/1~16.00 mache/ 
1, X CV Hix 0.25\0.24 millimol/1 に 
LCi tr % flo AIK HEL CH BEY, 
5 2 APES AEA EY BIBL RAIS 
38.7°C た に し て 第 1 系 統 よ り 低 てく, PHI 
6.9, RIF y BRR Cl 量 は 夫 夫 
38.47 mache,/1, 0.25 millimol/] だ た し て 
MLC AMY. MIF © ABR IR 
の ラド ン ソン 量 及 び CI HEB 1 DRAKE 
— UBS LQ BHTER REO HM he RT BER 
LO MOBRILYH1 RUB 2O MAB 
の 相 混 合せ する も の と 考 へ ちる 。 第 3 Bik 
ABET A © BPE MUHE PA RIC C,H 
J5IK BABE. fa] O7K 7 RUTH EO BAR, 
BUS CY YB RE (0.56~0.41) 及び pH fit 
(6.7~7.5) より BRL CHRAILB Rk t 
温井 川 叉 は 地下 循環 水 と が 相 混 じ て 湧出 
せる も の と 考 へ ちら る 。 第 4 洒 流 系 統 は 水 
温 高 く (41.6°C)p 了 HI fi AS ¢ (8.7) HO 
CY 量 は 比 鞭 的 少く (0:19millimol/1) 3% 
WL SMG WIRE LMS 3, FEI 
RRR RIK OS A ORG, 十 


(PRA Be, 21, 767~773, 2 17) (MGI 
6824, BiaIL WHE re Oe aR IC ET 
i TR — , PER 

BOMBERS ACTIN BBA — Te ANE IC kG 
db PAR RG ASD tS, ASHER IE. 
に は 板井 里 の 外 RELL, TAA, SES, 清州 等 
BOD PIB RG H th 2 分布 し , そ れ ら の 
諸 地 弁 は 路 東 北 一 西南 方 向 の 一 直線 上 に 
存在 し , 朝鮮 牟 島 に 於 て RA FADE SL 
地質 断層 線 の 方 向 と 合致 す 。 著 者 は 板井 
里 に た 汰 ける SHIM © BI AR RE & ABR 
L, BIC CORR ke SB 3 HO RB Rc 
Oeil, PH, MRP A i, A 
含量 及び ラ ヂ デ ウ ム ぇ 含量 を 測定 せる 結果 は 
RPUML, Hb RIE 15°C~19°C, pH 
は 4.6~4.7, HeMERIR Ait 111 g/1 
0.818 g/l%e 0 , RHA INA IS AS 1 HR 
炭酸 泉 -0.0845g/1; 第 3 HEH R-0.0715 
g/l, 38H xe PR R-0.057 g/l に し て 夫 夫 
DIF YL ARs 2.45x 10-12 9/1, 1.99 
x 10-12 g/1,0.00x 10-4 g/l try, ENS 
ABBA OBS ST S MUFC RTH 
5 1 HER, HS 3 HEAL, HS FA It OD ML FP E te 
Y WL CAFO AIL HB HER ICUS CH 
も 多く 含有 さる A に た 反し 柴田 泉 に た 於 て は 
存在 を 確認 する を 得 ざ り し は 注目 に 億 
Fo COMI v RHIMIC HS Cit HS 1 HE 
泉 及 び 第 3 HERE Hy ES S Hb Mass 
XW © SEP 0 WE HH FIC ER IC LHW EU 
JS GUC PAU ERR 3 RAK AS AAR & 
WIGS SIC CHIBI ee REL 
FF Y B(x Weimarn 博士 の 所 調 分 散 質 


抄 8(50) 


2° OE 9 ORR BR & BE 


< て i a et Ae on! xo 諸 £ 
sa OS Te Seen gy AO 


j 
~! 


wh 50 


hy 44e (dispersoidal parasitism) te 3 #8 
Hic KY pew COLA Bs ho WPA RE 
FRICTE EE CHEK SRE SHS 
も の と 推定 さる 。 (MMI, 21, 763~ 
766, 昭 17)[ 木 崎 】 
6825, 活動 し て ゐる え 鍼 曲 人 運動 
wy 
SATE He EIN OD BER S/N PMI FE 3 
HWS FT FE BLT DK O RAG HIRD Ia HEB 
Fi. DGATZIC KB THBESR HE Sp Ay as TERE & te 
ST HAMS O He thea & KH S eH 
し て , Hii: PAV PSAs Beth aso wy 
C ERMC LINER WHE 
Beir TAR ELC IC % FP D PEM HLT ASHES 
TLOLSV LYM VS 

更に TF RHE > PEIN, 能代 - 大 館 問 , Kk 
田 - 昧 澤 亡 間 及び 長岡 市 - 直 江津 問 の 四 水 
準 測量 線 に つい て , BME Bi D TE LSAT 
2% ORK Hb O He th te REC BY HE S 
事 , SEARO A bic } SrkMeBis iy 
BVEB DAPI BH SIRMEBKIK FEL CHA IC 
ty 8 OCH SIE HH LC, BAPAC 
LAG 7A yd ~ HW > He ith Aas ze az Me 
Tih EG) eR LOL HOME CH Y, 

DLO ¢ Hi - 7 tye PD Beith 
arg (HD PLEA AIC hk CHL & IGRRIC mv 


KRM 


分 布 に も 表現 され て 居る 外 , 水 準 踊 検 測 


VESEO BRIRIC HST > TED DEL OAD 


SB W te S ICKL, fh He th AIC HAT 
(LT ON Ee SR RE RTRSY *® 
Va ALD FP HH AF DBE HM th e FET Ae Ses 


を 暗示 せる も の と せり 。 (HR, 14,46~ 


63, 昭 17) (ARF) : 


6826, PIUZE- RA HOBS=See 森本 「 


FUE 


+), A (ZINA BE 400m + ) , waz 


MNS (de IBA) , ASSL VR ( SEES LOOM + ) 


及び 清水 澤 層 ( 双 太 階 150m+)ic k v HE 
成 さ る 。 HANTIBEO 魚 鱗 化石 , 植 物 
EA YAS Hc HEH LL, RRA 
ILRAMEP PEAR RPE T 9 JEER te Pik 
AE Ti) AIK LT StL YD BREE © 38 


L.2 BRIE 1b, PRA (E, BBL, BEA. 


SO MTD ESV. P= KRIS Hh ia 
LAT 75 FEES SH Ze 2 Te WBE IRB 
Y (SOI) ABER HIVE HE IC FED HES ¢ 
行 な れ , Wilt, ARMED KBB k 
DRAB S, (AMER, 10; S15, 昭 
17) CAA] 


SMLMAE IC L CBB DIED BLO BBE 


ARIK © HS = Aik aR AT IS (RIL 100m 


{ 
oe » Bee 


S— +t 


aAR MRR AEB 


~~ 


2a. hae, 
2k # mm 市 

SERER TERA mR MIDRIB 
a: a 伊藤 貞 市 

RBEE 竹内 $F BO@HEE Be BH 


MEG AR BR 


本 8 & 


FA (3 im) 


伊木 Tim AU 富松 
mig 武夫 


ERR BUR 
木下 fR AB 


AX ERR AN — ie 


ARB 6A HE Me 


A peHA= rh FE RB AR SF BRE pm me fia 連 
藤村 幸一 Ae 忠男 Re ER ARIS 松本 唯一 
松山 eH BR EB wn $= 山田 %8 WR FIR 
ESB 
AEB IES (5 

AR E- mR SH 河野 HO AG Be 北原 順一 
SAR=A BR BA 高橋 純一 竹内 BE 根 橋 雄太 郎 
増井 淳一 AR 健三 BBR 


Beek & & & 


ANE TB RAL Tir BS A 2 Oe SB PQ 
BA Te 気 幸助 
mers Amy 88 番地 
印刷 所 OTE Se ODO) OF 
(東宮 103) (lakers BL PMT 88 番地 
Ha AAA MREa 
ANS TE AL iF A PR AN 
FIA HG BA R222 156 
配給 元 A RHMAREREA ESN Oat 
CGC TH EE EBA 2 LO 番地 
HP LM ek OR it 
Ri AAR 2TH 
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